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肝
陥
制
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渡

蓬

信

良F

じ

は

め

に

一
一
商
秩
肝
陥
制
の
先
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二
肝
隔
の
構
造

三
肝
隔
制
の
崩
壊

お

わ

り

に
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t土

じ

め

一
九
七
九
年
の
春
、
四
川
省
青
川
鯨
郡
家
坪
の
戟
園
墓
か
ら
二
枚
の
木
慣
が
出
土
し
た
。
そ
の
中
一
枚
に
は
秦
の
武
王
二
〈
前
三

O
九
〉
年
に

(
1
)
 

修
訂
さ
れ
た
田
律
が
百
数
十
字
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
中
園
人
研
究
者
が
そ
の
樺
文
を
試
み
、
秦
の
肝
陪
制
に
つ
い
て
新
し
い

(

2

)

 

知
見
を
陸
績
と
し
て
獲
得
し
つ
つ
あ
る
。
青
川
木
膿
の
出
現
は
、
肝
回
制
研
究
を
新
段
階
へ
導
き
つ
つ
あ
る
。

私
は
、
七
八
年
に
公
表
し
た
論
文
の
中
で
商
秩
の
肝
悶
制
施
行
に
言
及
し
、
『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
下
に
見
え
る

H

孝
公
用
商
君
。
制
臆

の
解
樺
を
試
み
、
制
の
字
義
を
『
読
文
解
字
』
の
一
日
の
解
に
し
た
が
っ
て
制
止
の
制
と
考
え
、

H

聴
(
委
)
回
日
土
地
割
換
制

(
3
)
 

の
停
止
を
と
も
な
う
伴
侶
制
の
創
始
H

で
あ
る
と
理
解
し
た
。
ま
た
、
八
三
年
に
公
刊
し
た
論
考
の
中
で
は
分
固
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
そ

回
開
伴
侶
H

れ
が
戦
圏
中
期
か
ら
唐
中
葉
に
至
る
ま
で
の
農
民
的
土
地
所
有
と
そ
の
封
極
に
位
置
す
る
園
家
的
土
地
所
有
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
表
現
形
態



(
4
)
 

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
後
漢
末
期
ま
で
の
分
田
観
念
は
、
肝
間
制
を
そ
の
寅
瞳
的
基
礎
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
二
つ
の

論
考
を
通
じ
て
、
肝
陪
制
の
施
行
時
期
を
、
前
回
世
紀
中
葉
か
ら
後
三
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
の
約
五
百
年
あ
ま
り
と
し
て
、
私
は
と
ら
え
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
論
考
は
、
肝
間
制
そ
の
も
の
を
劉
象
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
前
稿
で
展
開
し
た
所
読
を
よ
り
明
確
に

す
る
た
め
に
も
、
肝
陪
制
に
つ
い
て
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
責
任
が
私
に
は
あ
る
。
肝
田
制
に
つ
い
て
は
蓮
大
な
研
究
史
が
あ
り
、
屋

下
に
屋
を
架
す
る
結
果
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
主
円
川
木
腫
の
出
現
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
新
知
見
を
以
下
に
披
涯
し
、
大
方
の
批
判
を

仰
ぎ
た
く
思
う
。

一
商
一
鞍
肝
陪
制
の
先
駆

肝
陪
制
の
創
始
は
、
一
商
秩
の
第
二
次
第
法
(
孝
公

二
一
年
・
前
三
五
O
年
)
に
置
か
れ
る
の
が
逼
設
で
あ
る
。
始
皇
帝一
に
よ
る
全
園
統
一
の
基

礎
的
篠
件
を
作
っ
た
と
い
う
歴
史
的
意
義
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
通
読
の
寅
質
的
意
味
は
動
か
し
が
た
い
。
し
か
し
、
肝
陪
制
施
行
を
一
商
換
の
濁

創
と
見
な
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い
。
一
商
一
鞍
襲
法
以
前
、
三
膏
の
領
域
内
に
お
い
て
、
す
で
に
肝
陪
制
が
施
行
さ
れ
て
い
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た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

銀
雀
山
漢
墓
出
土
の
『
孫
子
』
臭
問
篇
に
衣
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

:
・
箔
・
中
行
是
(
氏
)
は
田
を
制
す
る
に
、

八
十
歩
を
以
て
焼
(
腕
〉
と
震
し
、
百
六
十
歩
を
以
て
吻
(
畝
)
と
魚
し
、
市
し
て
伍
に

せ
ま

し
て
こ
れ
に
税
す
。
其
の
田
を
〔
制
〕
す
る
こ
と
陳
く
し
て
、
士
を
置
く
こ
と
多
く
、
伍
に
し
て
こ
れ
に
税
し
、
公
家
富
む
。
公
家
富

お

C

ね
が

み
、
士
を
置
く
こ
と
多
け
れ
ば
、
主
は
喬
(購
)
に
し
て
臣
は
箸
り
、
功
を
翼
い
て
数
し
ば
戦
う
。
故
に

日
く
、
先
に
〔
亡
ぶ
、
と
。
〕

:
:
:
韓
・
競
は
田
を
制
す
る
に
、
百
歩
を
以
て
焼
と
震
し
、
二
百
歩
を
以
て
吻
と
魚
し
、
而
し
て
伍
に
し
て
〔
之
〕
に
税
す
。
其
の
回
を

〔
制
〕
す
る
こ
と
除
く
し
て
、
其
の
土
を
置
く
こ
と
多
く
、
伍
に
し
て
こ
れ
に
税
し
、
公
家
富
む
。
:
:
:
越
是
(
氏
)
は
回
を
制
す
る
に
、
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百
廿
歩
を
以
て
焼
と
篤
し
、
二
百
品
川
歩
を
以
て
吻
と
箆
し
、
公
こ
れ
に
税
す
る
こ
と
な
し
。

公
家
賃
に
し
て
、
其
の
土
を
置
く
こ
と
少
く
、
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さ
だ

(
5

)

主
は
食
(
俊
)
に
臣
は
口
に
し
て
、
以
て
富
民
を
御
す
。
故
に
日
く
、

園
を
固
め
、

音
圏
こ
れ
に
蹄
す
、
と
。
:

孫
武
は
呉
王
閏
間
(
前
五
一
四
|
前
四
九
六
在
位
)
に
仕
え
た
と
言
わ
れ
る
(
『
史
記
』
各
六
五
本
博
)
。
果
王
と
の
問
答
を
博
え
る
こ
の
呉
問
篇
は
、

首
然
呉
王
闇
聞
と
の
封
話
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
閏
間
即
位
元
(
前
五
一
四
)
年
は
、
羊
舌
氏
を
は
じ
め
と
す
る
耳
目
の
公
族
を
六
卿
が
訣
滅
し
、

そ
の
邑
を
分
割
し
た
年
で
あ
り
(
『
春
秋
左
氏
陣
』
昭
公
二
八
年
、
『
史
記
』

十
二
諸
侯
年
表
周
敬
玉
六
年

・
耳
目
頃
公
一
二
年
)
、
六
卿
に
よ
る
耳
目
園
の
分
割

が

一
層
強
化
さ
れ
、

事
質
上
の
濁
立
が
果
た
さ
れ
て
ゆ
く
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
英
王
と
孫
武
と
の
封
話
の
内
容
は
、
史
買
を
か
な
り
ふ
ま

(
6
)
 

え
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
(
表
I
肝
陪
制
関
係
年
表
参
照
〉
。

臭
問
篇
に
よ
る
と
、
花
氏
・
中
行
氏
の
支
配
下
で
は
一
六

O
歩
一
畝
制
が
、
智
氏
の
支
配
下
で
は
一
八

O
歩
一

畝
制
が
(
竹
簡
で
は
絞
文
と
な

っ
て
い
る
が
、
一
意
に
よ
っ
て
補
っ
た
)
、
競
氏

・
韓
氏
の
支
配
下
で
は
二
百
歩

一
畝
制
が
、
越
氏
の
支
配
下
で
は
二
四

O
歩
一
畝
制
が
施
行
さ
れ
て

お
り
、

前
六

・
五
世
紀
交
替
期
の
膏
圏
諸
支
配
領
域
に
お
い
て
、
多
様
な
田
制
と
そ
れ
に
基
づ
く
枚
取
と
の
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
り
わ
け
、

越
の
支
配
領
域
に
お
け
る
二
四

O
歩

一
畝
制
は
、
正
し
く
一商鞍
肝
間
制
下
の
地
割
た
る
二
四

O
歩
一

畝
制
と
同
一
の
も
の
で
あ

(
7
)
 

り
、
越
氏
の
田
制
と
一商
鞍
肝
開
制
と
の
纏
承
関
係
を
推
測
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
縫
承
閲
係
を
別
の
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。
新
し
い

田
制
が
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
れ
以
前
の
菅
園
の
田
制
の
否
定
を
一
意
味
す

る
。
呂
田
園
で
は
恵
公
六

(
前
六
四
五
)
年
に
瞳
(
委
)
回
が
施
行
さ
れ
て
い
る
〈
『
春
秋
左
氏
俸』

億
公
一
五
年
、
『
図
語
』
巻
九
E

日
語
三
〉
。

こ
の
韓
国

制
は
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
股
周
期
の
切
替
畑
式
農
法
か
ら
戟
園
期
以
降
の
年
一
作
式
農
法
へ

轄
換
し
て
ゆ
く
過
渡
期
に
封
躍
す

(8
〉

る
土
地
制
度
で
あ
り
、
割
換
制
に
基
づ
く
共
同
所
有

・
個
別
経
普
段
階
を
基
礎
と
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
聴
田
制
施
行
後
、
ほ

ぼ
一
五

O
年
を
経
て
、
膏
園
の
六
卿
支
配
領
域
下
に
お
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
異
な
る
田
制
が
新
た
に
施
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
耳
田園
に

お
け
る
臆
田
制
か
ら
新
田
制
へ
の
移
行
は
、
秦
園
孝
公
二
一
(
前
三
五

O
)
年
に
お
け
る
韓
国
制
の
停
止
と
肝
間
制
の
施
行
に
正
し
く
照
麿
す

る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
超
氏
支
配
下
に
お
け
る
聴
田
制
か
ら
二
四

O
歩
一
畝
制
へ
の
轄
換
は
、
秦
園
の
そ
れ
と
全
く
軌
を
一
に
す
る
も
の

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
秦
園
の
肝
陪
制
・
二
四

O
歩
一
畝
制
が
趨
氏
の
田
制
改
革
を
継
承
し
て
い
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
。



で
は
、
こ
う
し
た
越
氏
に
お
け
る
田
制
改
革
は
、
い
つ
頃
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
あ
る
史
料

(
9〉

が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
戦
園
策
』
巻
一
八
趨
策
一
に
次
の
ご
と
く
あ
る
。

。
。
。
。
。
。

張
孟
談
既
固
越
宗
。
贋
封
彊
瑳
五
百
。
乃
稽
筒
之
塗
。
以
告
嚢
子
日
。
菅
者
前
園
地
君
之
御
有
之
日
。
五
百
之
所
以
致
天
下
者
。
約
主
勢

能
制
臣
。
無
令
臣
能
制
主
。
.

こ
の
文
章
に
は
か
な
り
の
飽
れ
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
我
が
横
田
惟
孝
は
次
の
よ
う
な
解
緯
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。

上
の
五
百
、
疑
う
ら
く
は
嘗
に
肝
悶
に
作
る
ベ
し
。
下
の
五
百
、
嘗
に
五
伯
に
作
る
ベ
し
。
蓋
し
肝
陪
は
奮
と
千
百
に
作
る
。
劉
向
が
所ひ

ら

謂
牢
字
な
り
e

惇
寓
誤
り
て
下
(
文
五
倍
〉
に
依
り
て
千
を
五
に
作
り
、
上
(
文
千
百
)
に
依
り
て
伯
を
百
に
作
れ
る
な
り
。
H

封
彊
を
贋

き
肝
聞
を
設
く
μ

と
は
、
即
ち
一商
君
俸
に
所
調

H

肝
陪
封
彊
を
聞
く
H

な
り
。
量
に
孟
談
の
一商
鞍
に
先
ん
じ
て
こ
れ
を
矯
り
し
も
の
な
ら(ω) 

ん
か
。
簡
の
下
疑
う
ら
く
は
子
或
は
主
の
字
を
院
す
。
節
子
は
嚢
子
の
父
な
り
。
塗
は
遣
な
り
。
蓋
し
簡
子
が
園
家
を
治
め
し
遁
を
調
う
。
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こ
の
解
穫
は
正
鵠
を
射
た
も
の
と
思
う
。
H

陸
風
封
彊
H

と
H

護
五
百
H

と
は
相
劃
し
て
女
一章
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
封
彊
に
割
腹
す
る

も
の
が
五
百
あ
る
い
は
五
績
で
は
文
義
を
な
さ
な
い
。
封
震
に
封
躍
す
る
言
葉
は
、
概
ね
肝
陪
で
あ
る
。
著
名
な
『
史
記
』
一
商
一
君
列
俸
の

H
信
用

回
開
肝
陪
封
彊
H

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
『
管
子
』
四
時
篇
第
四

O
に
も
四
政
に
白
く
と
し
て

H

封
璽
を
修
め
、
千
伯
を
正
す
H

こ
と
が
見
え

る
。
ま
た
、
衣
に
検
討
す
る
ま円
川
田
律
に
も
H

秋
八
月
を
以
て
、
封
持
を
締
め
、
彊
昨
を
正
し
、
及
び
千
百
の
大
草
を
受
す
μ

と
あ
り
、
封

時
・
彊
昨
H
封
彊
と
千
百
と
が
針
臆
し
て
い
る
。
横
田
惟
孝
が
言
う
よ
う
に
、

H

護
五
百
H

の
五
は
、
下
文
H

五
百
之
所
以
致
天
下
者
μ

の
五

に
因
っ
て
誤
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
は

ρ
康
封
援
護
千
百
H

で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
か
く
し
て
、
越
策
の
言
う
と
こ
ろ
は

H

張
孟
談
が
越

氏
一
族
の
政
権
を
安
定
し
、
封
麗
を
携
大
し
、
肝
岡
を
聞
い
た
う
え
で
、
先
代
園
主
た
る
越
鞍
(
節
子
)
の
治
政
方
針
を
た
た
え
ヘ
越
裏
子
と

封
話
し
た
も
の
と
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
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越
の
嘗
主
は
、

越
街
子

・
裏
子
二
代
に
渉
る
活
動
を
年
表
に
ま
と
め
る
と
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。
『
孫
子
』
臭
問
篇
に
か
か
わ
る
前
六
・
五
世
紀
交
替
期
の

正
し
く
越
筒
子
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
二
四

O
歩
一
畝
制
が
施
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
子
嚢
子
の
即
位
初
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育作愛国，又作州兵。

育昭公卒，六卿強，公室卑。

越節子以頃公九年在位。

六卿諒公族，分其邑。

果関間元年。

越事長(節子〉伐Tfi・中行。

呉閤悶死。

越事長敗花 ・中行。

越簡子卒， 在位六十年。

越裏子元年。

輿智伯分花・中行地。

袈子敗智伯於菅陽，輿貌韓三分

其地。

秦孝公用商君，制鞍団関{千倍。

魚田閲F千陪 ・封彊。

肝陪制聞係年表表 I

前497年

前496年

前490年

前458年

前457年

前454年

前453年

前645年

前526年

前517年

前514年

前350年

期
に
、

そ
の
相
張
孟
談
が
、
菅
陽
の
難
を
き
り
ぬ
け
、

越
氏
政
権
の
基
盤
を
整
備

す
る
に
際
し
、
先
代
簡
子
の
治
政
方
針
を
徹
底
し
て
二
四

O
歩

一
畝
制
を
基
礎
と

す
る
肝
間
制
を
施
行
し
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
越
街
子
治
政
期
に
二
四

O
歩

一
畝
制
が
施
行
さ
れ
た
段
階
で
、
肝
陪
制
の
原
型
は
す
で
に
施
行
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
前
四
五
三
年
の
音
の
三
分
割
に
と
も
な
っ
て
領
域
が
ほ
ぼ

劃
定
し
た
時
、
越
園
の
領
域
に
二
四

O
歩
一
畝
・
肝
陪
制
が
擁
充
推
進
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一商
鞍
愛
法
に
お
け
る
肝
陪
制
の
施
行
は
、
こ
の
越
園
に
お
け
る
肝
陪
制
を
基
本

的
に
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一爾
鞍
の
政
治
は
三
耳
目
と
の
閥
係
を
ぬ
き
に
し
て
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は
考
え
ら
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
『
史
記
』
巻
七
四
孟
子
荷
卿
列
俸
の
集
解
に
引

を
立
て
民
を
理
る
に
、

く
劉
向
『
別
録
』
に
は
、

H
F子
の
室
田
を
案
ず
る
に
、
音
人
な
り
。
名
は
佼
、
秦
相
衛
鞍
の
客
な
り
。
衛
鞍
一
商
君
、
事
を
謀
り
計
を
董
し、

法

い
ま
だ
か
つ
て
佼
と
こ
れ
を
規
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
商一
君
刑
せ
ら
る
る
や
、
佼
な
ら
び
に
諒
さ
れ
ん
こ
と
を
恐

れ
、
す
な
わ
ち
亡
逃
し
て
萄
に
入
る
H

と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
両
鞍
の
政
治
参
謀
に
菅
人
た
る
戸
佼
が
お
り
、
そ
の
政
策
立
案
に
あ
ず

か
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
一
商
鞍
自
身
も
衛
の
庶
公
子
で
あ
り
、

入
秦
以
前
、
競
の
相
公
叔
座
に
中
庶
子
と
し
て
仕
え
、
組
問
園
の
政
瞳

を
そ
の
中
植
に
あ
っ
て
知
る
機
舎
が
あ

っ
た
(
『
史
記
』
本
博
)。
更
に
、
貌
の
文
侯
の
師
で
あ
っ
た
李
恒
の
法
経
六
篇
が
、

一
商
軟
に
よ
っ
て
秦
に

(
日
)

も
た
ら
さ
れ
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
『
菅
豊
富
』
巻
三

O
刑
法
志
は
侍
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
商
鞍
の
施
策
と
三
音
の
政
治
と
は
極
め
て
深
い
闘

連
を
も
っ
て
お
り
、
越
園
で
施
行
さ
れ
て
い
た
肝
陪

・
二
四

O
歩
一
畝
制
が
一商
鞍
に
よ
っ
て
秦
園
に
導
入
さ
れ
た
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
の
で

(

ロ

)

あ
る
。こ

れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
前
七
世
紀
中
葉
、
呂
田
園
で
は
土
地
割
換
制
を
内
容
と
す
る
緩
田
制
が
施
行
さ
れ
た
が
、

ほ
ぼ
一
五



O
年
を
経
た
前
六
・
五
世
紀
交
替
期
に
は
、
六
卿
の
牢
濁
立
化
に
と
も
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
領
域
で
新
し
い
田
制
が
施
行
さ
れ
る
に
至

る
。
越
街
子
の
支
配
領
域
で
は
後
の
秦
制
に
つ
な
が
る
二
四

O
歩
一

一畝
制
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
前
四
五
三
年
の
三
膏
分
立
に
際
し
、
越
嚢
子

の
相
張
孟
談
に
よ
っ
て
、
肝
開
制
を
と
も
な
っ
て
そ
の
領
域
下
に
綴
充
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
越
闘
に
お
け
る
肝
陪
制
・
二
四

O
歩
一

畝
制
は
、
ほ
ぽ
百
年
後
、
商
秩
に
よ
っ
て
秦
固
に
導
入
さ
れ
、
全
園
統
一
の
基
礎
的
篠
件
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し

て
生
れ
た
秦
園
の
肝
陪
制
・
二
四

O
歩
一
一
畝
制
は
、
具
盤
的
に
は
ど
の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

肝
陪
の
構
造

肝
陪
制
の
内
部
構
造
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
先
皐
の
諸
大
な
研
究
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
楠
山
修
作
氏
が
簡
潔
に
整

(

日

)

理
し
て
い
る
。
そ
の
整
理
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
木
村
正
雄
・
卒
中
苓
次
・
守
屋
美
都
雄
・
西
嶋
定
生
ら
諸
氏
は
、
肝
陪
を
概
ね
耕
地
を
千

畝
百
畝
の
一
定
面
積
に
区
劃
す
る
道
路
と
理
解
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
諸
説
に
劃
し
て
楠
山
氏
は
、
一
里
百
家
の
耕
地
H
百
頃
を
匡
切
る
道
路
・

境
界
で
あ
る
と
解
し
た
。
楠
山
読
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
史
料
に
基
づ
く
肝
悶
制
研
究
の
中
で
は
最
も
合
理
的
解
樟
で
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か

し
、
青
川
木
贋
に
見
え
る
肝
聞
の
記
述
に
照
し
て
み
る
と
き
、
楠
山
設
に
も
限
定
を
加
え
る
べ
き
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以

(
H
H
)
 

下
、
青
川
木
腫
に
基
づ
く
肝
岡
制
理
解
の
一
案
を
提
示
し
て
み
た
い
。
ま
ず
全
文
を
奉
げ
て
お
こ
う
。
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二
年
十
一
月
己
酉
朔
朔
日
王
命
丞
相
戊
内
史
医
口
口
更
倫
帰
国
律
田
農
一
歩
菱
八
則
魚
珍
畝
二
珍
一
百
遁
百
畝
魚
頃
一
千
遁
道
康
三
歩
封

高
四
尺
大
稿
其
高
持
高
尺
下
厚
二
尺
以
秋
八
月
惰
封
持
正
彊
畔
及
受
千
百
之
大
草
九
月
大
除
道
及
除
口
十
月
潟
橋
傍
波
隆
利
津
梁
鮮
草
離

非
除
道
之
時
而
有
陥
敗
不
可
行
相
信
用
之

現
在
目
観
し
う
る
寓
員
は
不
鮮
明
で
あ
り
、
我
邦
で
は
基
本
に
よ
る
字
句
の
確
認
よ
り
方
法
が
な
い
。
寓
員
や
現
物
に
よ
っ
て
解
讃
に
嘗
っ
た

中
園
の
研
究
者
の
聞
に
も
讃
み
と
り
や
解
得
に
つ
い
て
異
見
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
註
の
中
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
、

取
捨
し
た
結
果
を
左
に
讃
み
下
し
て
お
こ
う
。

643 
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(
秦
武
王
〉
二
(
前
三

O
九
〉
年
十
一
月
己
酉
朔
の
朔
日
、

王

丞
相
戊

甘
→← 
))(， 
¥】ノ

内
史
医

口〈
口15

命
じ
て

更

田
律
を
{府
漏話
せ〉

し

む

た
け

回
、
贋
さ
一
歩
・
菱
八
〔
歩
〕
を
ば
則
ち
珍
と
震
す
。
畝
ご
と
に
二
珍
あ
り
。

〔
畝
〕
ご
と
に
遁
あ
り
e

道
の
贋
さ
一
一
一
歩
な
り
。
封
は
高
さ
四
尺
、
大
い
さ
そ
の
高
さ
に
稿
う
。
持
は
官
同
さ
尺
、
下
の
厚
み
二
尺
な
り
。

ハロ)

秋
八
月
を
以
て
、
封
持
を
修
め
彊
昨
を
正
し
、
及
び
千
百
の
大
草
を
受
す
。
九
月
、
大
い
に
道
を
除
し
及
び
口
を
除
す
。
十
月
、
橋
を
篤

か
(
国

)

り
、
波
(
肢
)
陸
を
惰
め
、
津
梁
を
利
し
、
草
離
(
莱
〉
を
鮮
る
。
除
道
の
時
に
非
ず
と
も
、
市
(
如
〉
し
陥
敗
し
て
行
く
べ
か
ら
ざ
る

と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
輔
ち
こ
れ
を
矯
め
よ
。

一
百
〔
畝
〕
ご
と
に
道
あ
り
、

百
畝
を
頃
と
篤
す
。

一
千

田
律
は
二
段
に
分
け
ら
れ
る
。
前
分
は
地
割
規
定
で
あ
り
、
後
分
は
八
・
九
・
十
月
に
渉
る
肝
陪

・
道
路

・
橋
梁
の
維
持
補
修
規
定
で
あ

未
分
化
朕
態
を
示
し
て
い
る
。

る
。
後
分
の
規
定
は
『
躍
記
』
月
令
篇
の
記
述
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
時
代
の
律
と
躍
と
の
深
い
闘
連
、
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ

た
と
え
ば
月
令
篇
仲
秋
僚
の
鄭
玄
注
に
引
く
『
王
居
明
堂
躍
』
に
は

H

季
秋
、
遁
を
除
し
梁
を
致
け
、
以
て
農
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を
利
す
る
な
り
H

と
見
え
、
九
月
に
お
け
る
道
路
の
草
と
り
と
橋
の
設
置
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
『
園
語
』
巻
二
周
語
中
に
は

H

放
に
先
王

の
敬
に
日
く
、
雨
ふ
り
畢
り
て
道
を
除
し
、
水
澗
れ
て
梁
を
成
す
〔
章
昭
注
二
教
と
は
月
令
の
属
を
謂
う
な
り
e

九
月
に
雨
ふ
り
畢
り
、
十
月

に
水
澗
る
る
な
り
〕
。
:
:
・
故
に
夏
令
に
日
く
、
九
月
に
道
を
除
し
、
十
月
に
梁
を
成
す
。
・
:
:
H

と
見
え
る
。
『
王
居
明
堂
躍
』
や
「
夏
令
」

の
記
述
は
、
青
川
田
律
後
分
の
記
述
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
先
秦
期
に
お
け
る
律
と
曜
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で

(
凶
)

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
。
本
来
の
目
的
で
あ
る
肝
阻
制
の
構
造
を
記
す
前
分
の
記
述
に
注
目
し
よ
う
。

先
ず
、

H

田
贋
一
歩
表
八
則
篤
珍
。
畝
二
珍
μ

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
歩
×
八
歩

(約

一・一一一
八
m
×
二
・

O
四

m
〉
の
珍
は
畝
ご
と
に
二

僚
あ
る
。
『
孫
子
』
臭
問
篇
に
言
及
す
る
越
制
で
は
、

一一一

O
歩
を
腕
と
し
、
二
四

O
歩
を
吻
(
畝
)
と
し
て
い
る
。
畝
は
二
分
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
そ
れ
を
区
劃
す
べ
き
小
道
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

生円
川
田
律
の
珍
こ
そ
そ
れ
に
相
嘗
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
田

宜
超
・
劉
剣

・
開
瀬
牧
芳
ら
諸
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
珍
は
畝
と
畝
と
の
境
界
を
分
か
ち
、

ま
た
畝
を
も
二
分
す
る
た
め
の
小
道
で
あ
る
と
考



(
初
〉

え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
畝
の
縦
の
長
さ
は
珍
の
長
さ
八
歩
と
な
る
。
一
商
鞍
饗
法
の
後
を
う
け
た
嘗
時
の
畝
は
二
四

O
歩
一
畝
制
で
あ
る
か
ら
、

逆
算
す
る
と
一
畝
の
面
積
は
八
歩
×
三

O
歩
ハ
約
二
・

O
四
m
×
四
了
四
己
の
構
成
を
な
し
、
そ
の
雨
端
と
中
央
に
珍
が
縦
走
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
(
圃
I
)。
こ
の
八
歩
×
三

O
歩
の
畝
制
は
、
す
で
に
楊
寛
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
『
氾
勝
之
書
』
の
畝
制
と
一
致
す
る
も
の
で
あ

る
。
『
斉
民
要
術
』
種
穀
第
三
に
『
氾
勝
之
書
』
の
匡
種
法
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

凡
そ
匡
種
す
る
に
、
治
地
を
先
に
せ
ず
、
荒
地
を
便
と
し
て
こ
れ
を
痛
む
。
畝
を
以
て
率
と
な
す
。
一
畝
の
地
を
し
て
、
あ
け
十
八
丈
、

慶
さ
四
丈
八
尺
な
ら
し
め
、
嘗
に
十
八
丈
を
横
分
し
て
十
五
町
を
作
り
、
町
聞
を
分
ち
て
十
四
道
と
な
し
、
以
て
人
行
を
逼
ぜ
し
む
べ

し
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(
幻
)

こ
こ
に
見
え
る
一
八

O
尺
×
四
八
尺
の
畝
は
、
六
尺
H
H

一
歩
に
換
算
す
れ
ば
正
に
三

O
歩
×
八

歩
と
な
り
、
見
事
に
田
律
と
合
致
す
る
。
氾
勝
之
の
匡
種
法
は
、
成
人
の
男
女
二
人
を
基
本
的

〈

辺

〉

傍
働
力
と
し
、
畝
を
車
位
と
し
て
一

O
畝
を
標
準
経
営
面
積
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
に

(お〉

来
や
相
を
用
い
て
行
わ
れ
る
手
航
労
働
農
法
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
氾
勝
之
の
畝
制

- 41-

畝概念圃

と
同
一
構
成
を
も
っ
青
川
田
律
の
畝
制
が
手
献
労
働
農
法
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
の
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
は
、
第
三
葦
で
ふ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
績
く
H

一
百
道
。
百
畝
魚
頃
。

一
千
道
。
遁
贋
三
歩
H

の
規
定
に
移
ろ
う
。
楊
寛
氏
を

園 I

典
型
と
し
て
中
園
人
研
究
者
の
多
く
は
、

百
を
信
と
解
し
、
珍
に
直
交
す
る
長
さ
三

O
歩
(
幅

(
M
)
 

一
歩
〉
の
道
路
と
み
な
し
、
百
畝
に
百
僚
あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
千
(
肝
〉

は
、
こ
の
一
頃
百
僚
の
陪
に
直
交
し
、
そ
れ
を
統
轄
す
る
道
路
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

つ
ま

り

一
本
の
肝
と
百
僚
の
悶
と
に
よ
っ
て
匡
劃
さ
れ
る
の
が
一
頃
H
百
畝
の
耕
地
な
の
で
あ

る
。
楊
設
を
は
じ
め
と
す
る
こ
う
し
た
理
解
は
一
見
明
快
で
あ
る
が
、

一
肝
国
軍
位
で
統
轄
さ
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れ
る
土
地
が
一
頃
で
は
あ
ま
り
に
狭
く
思
わ
れ
る
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
二
百
道
H

の
百
は
理
解
し
え
て
も
、げ

一
千
道
H

の
千
の
意
味
が
不

分
明
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
H

一
百
道
H

と
H

一
千
道
H

と
は
、
極
め
て
ぶ
っ

き
ら
ぼ
う
な
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
前
提
に
共
通

の

も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
そ
う
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
千
と
百
と
に
共
通
す
る
前
提
と
は
何
か
。
そ
れ
は
恐
ら
く
そ
の
直
前
に

あ
る
H

畝
二
珍
H

一
千
畝
ご
と
に
遁
(
昨
〉
あ
り
、
肝
陪

の
道
の
贋
さ
は
と
も
に
三
歩
で
あ
る
H

と
理
解
し
た
い
。
先
述
し
た
三

O
歩
×
八
歩
の
畝
を
百
畝
ご
と
に
統
轄
す
る
道
が
陪
で
あ
り
、
そ
の
陪

の
畝
で
あ
ろ
う
。
私
は
二
百
畝
ご
と
に
道
(
陪
)
あ
り
、
百
畝
を

一
頃
と
す
る
。

に
直
交
し
、
十
悶
す
な
わ
ち
千
畝
を
統
轄
す
る
道
が
肝
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
肝
陪
を
千
畝

・
百
畝
に
区
劃
す
る
道
路
と

み
な
し
た
木
村
正
雄
氏
ら
の
見
解
を
支
持
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
肝
聞
と
そ
れ
に
よ
っ
て
区
劃
さ
れ
る
耕
地
の
構
造
と
に
つ
い
て
は
、

(
お
)

木
村
氏
ら
の
見
解
に
な
お
不
充
分
さ
が
残
っ

て
い
る
。
青
川
田
律
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
以
上
の
内
容
は
つ
か
み
が
た
い
。
そ
の
構
造
を
知
る
に

は
他
の
史
料
と
の
照
合
を
必
要
と
す
る
。

こ
こ
に
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て
漢
代
の
買
地
券
が
あ
る
。
員
券
た
る
こ
と
ゆ
る
ぎ
な
い
買
地
券
を
列
奉
し
て
お
こ
う
。
肝
間
制
に
か
か
わ

- 42ー

る
漢
代
買
地
券
は
す
べ
て
五
例
あ
る
。

建
寧
二
(
一
六
九
)
年
王
未
卿
買
地
券

乱

建
寧
二
年
八
月
庚
午
朔
廿
五
日
甲
午
。
河
南
懐
男
子
王
未
卿
。
従
河
南
河
南
街
郵
部
男
子
家
叔
威
。
買
皐
門
亭
部
什
三
郎
西
京
国
三
畝。

畝
買
銭
三
千
一
百
。
井
直
九
千
三
百
。
銭
即
日
畢
。
時
約
者
蒙
叔
威
。
浩
酒
各
字
。
即
日
丹
書
鶴
巻
魚
約
。(

『
貞
松
堂
集
古
遺
文
』
巻
一
五
)

(b) 

建
寧
四
(
一
七
一
)
年
孫
成
買
地
券

建
寧
四
年
九
月
戊
午
朔
廿
八
日
乙
酉
。
左
駿
既
官
大
奴
孫
成
。
従
維
陽
男
子
張
伯
始
。

貰
所
名
有
康
徳
亭
部
羅
恒
国
一
町
。
買
銭
高
五

千。

銭
卸
目
撃。

回
東
比
張
長
卿
。
南
比
許
仲
異
。
西
壷
大
道
。
北
比
張
伯
始
。

(
後
略

羅
振
玉

『宮
里
遺
珍
』
)

(c) 

光
和
元
(
一
七
八
〉
年
曹
仲
成
買
地
券



光
和
元
年
十
二
月
丙
午
朔
十
五
日
。
卒
陰
都
郷
市
南
里
曹
仲
成
。
従
同
豚
男
子
陳
胡
奴
。
買
長
谷
亭
部
馬
領
伺
北
家
田
六
畝
。
畝
千
五

百
。
井
直
九
千
。
銭
即
日
畢
。
田
東
比
胡
奴
。
北
比
胡
奴
。
西
比
胡
奴
。
南
壷
松
道
。

(
後
略

仁
井
田
陸
「
漢
競
六
朝
の
土
地
買
買
文
書
」
『
東
方
拳
報
』
東
京
八
加

一
九
三
八
年

中
村
不
折
書
道
博
物
館
蔵〉

印
刷
光
和
二
(
一
七
九
〉
年
王
首
買
地
券

光
和
二
年
十
月
辛
未
朔
三
日
美
酉
。
告
墓
上
墓
下
中
央
主
士
。
敢
告
墓
伯
魂
門
亭
長
墓
主
墓
皇
墓
包
。
車
問
骨
死
人
王
嘗
弟
伎
・

倫
及
父
元

輿
等
。
従
河
南
一
圏
一
間
一
左
仲
敬
子
孫
等
。
買
穀
郊
亭
部
三
倍
西
玄
田
十
畝
。
以
魚
宅
。
買
直
銭
高
。
接
即
日
畢
。
田
有
丈
尺
。
巻
書
明
白
。

故
立
四
角
封
界
。
界
至
九
天
上
九
地
下
。
死
人
掃
宮
里
。
地
下
一
匹
得
何
止
。
他
姓
不
得
名
備
(
有
)
。
(
中
略
〉
田
本
曹
奉
祖
(
租
)
因
。

買
奥
左
仲
敬
等。

仲
敬
穂
買
珂
百
一
割
一
弟
伎

・
倫

・
父
元
興
。
約
文
口
口
。
時
知
美
唯
留
登
勝
。

(
「
洛
陽
東
漢
光
和
二
年
王
嘗
墓
護
掘
報
告
筒
報
」
『
文
物
』

一
九
八

O
年
六
期
)
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制
光
和
七
(
一
八
四
〉
年
奨
利
家
買
地
券

光
和
七
年
九
月
発
酉
朔
六
日
戊
寅
。
卒
陰
男
子
捷
利
家
。
従
維
陽
男
子
杜
詩
子
子
弟
一
貨
一
買
石
梁
亭
部
桓
千
東
比
是
倍
北
田
五
畝
。
畝
三

千
。
弁
直
高
五
千
。
受
即
日
畢。

田
中
根
土
着
。
上
至
天
。
下
至
賞
。
皆
口
口
行
。
田
南
霊
倍
。
北
東
自
比
詩
子
。
西
比
羽
林
孟
口
。
若

(
お
)

一
且
回
魚
吏
民
秦
胡
所
名
有
。
謂
子
自
首
解
之

。

(

後
略

『
貞
松
堂
集
古
遺
文
』
巻
一
五
〉

五
例
の
記
述
か
ら
次
の
こ
と
が
分
か
る
。
第

一
に
在
目
す
べ
き
は
、
耕
地
の
所
在
が
H

某
亭
部
某
侶
某
田
幾
畝
H

と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、

耕
地
が
亭
部
に
よ
っ
て
悶
ご
と
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
耕
地
の
所
在
が
亭
部
・
肝
聞
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
日
比

(
幻
)

野
丈
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
よ
り
重
覗
す
べ
き
は
、
基
本
翠
位
と
し
て
は
間
ご
と
に
耕
地
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
肝
間
制
理
解
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
考
察
に
よ
っ
て
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
注
目
し
た
い
の
は
、
五
例
の
う
ち
例
主
未
卿
券
の

H

皐
門
亭
部
什
三
郎
西
京
田
三
畝
H

お
よ
び
仙
主
首
券
の

H

穀
郊
亭
部
三
倍
西
友

田
十
畝
H

と
い
う
記
載
で
あ
る
。
こ
の
雨
者
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
第
一
軸
'は
、
亭
部
が
陪
ご
と
に
耕
地
を
管
理
す
る
場
合
、
本
来
的
に
は
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H

什
三
陪
H

の
よ
う
に
数
字
に
よ
る
編
放
を
も
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

亭
部
所
管
の
陪
は
、
一
間
・
二
陪

・
三
陪

・

四
悶
:
:
・
一
三
陪

・
一
四
陥
と
編
放
に
よ

っ
て
記
帳
し、

統

一
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
貼
は
、
雨
者
が
奇
し
く
も
H

西

(

叩

山

)

衰
の
田
H

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
支
の
字
は
、
縁

・
沿

・
撲
な
ど
と
古
一Z日
同
部
に
属
し、

遁

・
端
を
意
味
す
る
。
H

西
京
の
田
H

と

は
、
西
端
の
回
の
一
意
味
で
あ
り
、
家
の
字
に
西
と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
れ
を
傍
誼
す
る
。
五
例
中
、

H

西
京
の
回
M

の
記
載

J

ニ
陪
M

が
あ
る
二
例
を
除
い
て
、
三
例
に
は
す
べ
て
四
至
の
記
載
が
あ
る
。

、四
至
が
記
さ
れ
な
い
の
は
、

H

西
支
の
田
μ

と
い
う
表
現
が
端
的
に
耕
地

の
所
在
を
指
示
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
王
嘗
券
の
場
合
は
H

穀
那
-宇
部
所
管
の
第
三
間
所
属
の
西
端
の
田
十
畝
H

を
指
示
し
、
王
未

卿
券
の
場
合
は
H

皐
門
亭
部
所
管
の
第

一
三
間
所
属
の
西
端
の
田
三
畝
H

を
指
示
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
記
載
か

ら

一
陪
に
は
少
な
く
と
も
三
畝
・
十
畝
の
耕
地
の
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
楊
寛
氏
ら
は
一
畝
ご
と
に
一
聞
の
遁
が
あ
て
ら
れ
て
い

た
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
存
す
る
買
地
券
の
記
載
に
全
く
照
合
し
な
い
の
で
あ
る
。

さ
れ
た
。

五
例
の
買
地
券
か
ら
分
か
る
こ
と
の
第
三
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
陪
は
、
王
未
卿
券
・
王
首
券
の
よ
う
に
、
本
来
編
放
に
よ
っ
て
管
理

で
は
残
る
三
例
に
見
え
る

μ
羅
阻
H

H

馬
領
阻
H

H

比
是
陪
H

は
何
を
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
例
英
利

で
あ
る
。
H

比
是
悶
H

の
是
は
、

前
一章
に
引
用
し
た
『
孫
子
』
呉
問
篇
の

H

箔
・
中
行
是
H

H

越
是
u

の
例
に
も
見
ら
れ
る

- 44ー

家
券
の
H

比
是
陥
H

と
お
り
、
氏
字
の
偲
借
で
あ
る
。
H

比
是
阻
H

は
本
来

H

比
氏
悶
H

な
の
で
あ
る
。
聞
に
冠
せ
ら
れ
る
名
詞
は
姓
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

(
却
)

H

比
是
陪
μ

は
比
氏
の
聞
で
あ
り
、
H

羅
悶
H

は
羅
氏
の
聞
で
あ
り
、
H

馬
領
陪
H

は
馬
領
の
隔
で
あ
り
、
馬
領
は
恐
ら
く
個
人
の
姓
名
を
冠
し

で
は
、
何
故
に
か
く
姓
氏

・
姓
名
が
阻
に
冠
せ
ら
れ
る
の
か
。
隔
は
百
畝
H
一
頃
の
耕
地
を
統
轄
す
る
道
路
で
あ
り
、

た
も
の
に
相
違
な
い
。

そ
れ
ら
は
編
放
を
附
さ
れ
亭
部
に
よ
っ
て
統
一
的
に
管
理
さ
れ
た
。
こ
の
百
畝
H
H

一
頃
の
耕
地
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に

H

分
田
H

の
基
本
単
位
で
あ
り
、
戦
闘
期
の
農
民
的
所
有
の
標
準
面
積
と
観
念
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一商
鞍
の
肝
悶
制
施
行
に
際
し
、

こ
の
分
田
理
念

や
そ
れ
に
先
行
す
る
越
制
に
基
づ
い
て
、
肝
陪
に
よ
っ
て
匿
劃
さ
れ
、

一
隔
に
よ
っ

て
統
轄
さ
れ
る
一
頃
の
耕
地
の
世
襲
的
占
有
が
農
民
に
認

め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
亭
部
が
編
慌
に
よ
っ
て
把
握
し
た
一
間
H

一
頃
ご
と
の
耕
地
は
、
民
間
に
あ
っ
て
は
そ
の
世
襲
的
占
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ー「
初
歩!「

T
l初
歩
ー
ー
上

阿
道

西裳回十畝

有
者
H
家
の
姓
を
と
っ
て
通
常
H

某
(
氏
)
陪
H

と
呼
ば
れ
た
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
注
目
し

た
い
の
が
買
地
券
に
表
わ
れ
る
三
例
の

H

名
有
H

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

ω孫
成
券
で
は

n
張

伯
始
の
名
有
す
る
羅
信
の
回
一
町
H

と
見
え
、
同
王
嘗
4
7
で
は

H

他
姓
の
名
有
し
得
ぬ
H

固
と

表
現
さ
れ
、
例
奨
利
家
券
で
は

H

耕
地
が
吏
民
・
秦
胡
に
よ
っ
て
名
有
さ
れ
た
場
合
に
は
、
も

と
の
所
有
者
が
紛
争
庭
理
に
あ
た
る
μ

こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

H

名
有
H

と
は
名
籍
に
登

(
叩
)

記
し
園
家
か
ら
占
有
・
用
盆
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
三
例
か
ら
分
か
る
よ
う

穀快亭部三伯概念園

に
、
他
姓
や
異
種
族
の
侵
害
を
排
除
し
て
な
り
た
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
肝
陪
制
施
行
嘗

初
、
恐
ら
く
こ
の

H

名
有
H

と
い
う
行
震
は
一
回
日
一
頃
ご
と
に
行
わ
れ
た
の
で
る
り
、
某
氏

の
H

名
有
H

に
掃
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
た
め
に
、
逼
常
は
聞
に
姓
氏
を
冠
し
て

- 45ー

園E

呼
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
様
ざ
ま
な
形
で
占
有
権
の
鱒

買
や
移
譲
が
起
っ
た
結
果
、
後
漢
末
の
買
地
券
が
示
す
よ
う
に
、
一
陪
U

一
頃
の
中
に
数
家
に

(

担

)

よ
る
耕
地
の
占
有
朕
態
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
地
名
は
、
一
日
一
つ
け
ら
れ

る
と
、
そ
の
寅
鐘
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

H

羅
陪
H

H

比
是
陪
H

H

馬
領
陪
H

と
い
う
名
稽
は
、
本
来
の

H

名
有
H

H

H

世
襲
的
占
有
者
が
そ
の
用
盆
・
耕
作
者
で

な
く
な
っ
た
時
黙
に
お
い
て
も
踏
襲
・
使
用
さ
れ
た
結
果
、
漢
末
の
買
地
券
に
名
残
り
を
と
ど

め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
買
地
努
に
見
え
る
聞
の
呼
稿
は
、
分
田
理
念
が
肝
阻
制
と

い
う
貫
鐙
的
基
礎
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、

で
は
こ
の
五
例
の
買
地
券
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
肝
聞
の
構
造
が
う
か
び
あ
が
る

の
か
。
ま
ず
手
掛
り
に
な
る
の
は
王
嘗
券
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
え
る

H

穀
那
亭
部
三
陪
西
蒙
回
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トー300歩一斗

一 六倍
(比是f百)

←一五倍

←一一倍

一一三倍

←一二倍

←一四倍

肝陪概念園

(斜線部一代田単位)

100畝

園E

800歩

イ干(桓千)

0
0歩
×
八

O
歩
の
構
成
を
な
し
、

十
畝
μ

が
穀
郊
亭
部
の
第
三
岡
に
所
属
す
る

西
端
の
耕
地
の
す
べ
て
だ
と
億
定
し
て
み
よ

ぅ
。
そ
の
形
態
は
、
三

O
歩
×
八
歩
の
構
成

を
な
す
畝
が
縦
に
十
箇
連
結
さ
れ
た
も
の
、

す
な
わ
ち
三

O
歩
×
八

O
歩
の
構
成
を
も
っ

耕
地
と
な
る
。
こ
れ
を
基
本
軍
位
と
し
て
、

そ
れ
を
東
の
方
向
へ
そ
の
東
端
に
至
る
ま

で
、
す
な
わ
ち
百
畝
に
な
る
ま
で
延
長
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
な
概
念
園
を
得
る
こ
と
が
で
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き
る
。

一
間
が
統
轄
す
る
百
畝
の
耕
地
は

一
昭
の
長
さ
は
三

O
O歩
H

一
里
と
な
り
、
極
め
て
興
味
深
い
数
字
が
う
か
び
あ
が
る
。
そ
の
一
意
味
は
次

草
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
青
川
田
律
に
見
え
る

二

百
道
H

を、

私
は

H

一
百
畝
ご
と
に
道
(
陪
〉
あ
り
M

と
解
し
た
が
、

悶
と
百
畝
の
耕
地

と
の
構
造
は
、
買
地
券
を
参
照
し
て
固
E
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
肝
で
あ
る
。
青
川
田
律
の

H

一
千

道
H

に
つ
い
て
、
私
は
そ
れ
を
二
千
畝
ご
と
に
道
〈
肝
)
あ
り
μ

と
理
解
し
た
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

奨
利
家
券
に
H

桓
千
東
比
是

伯
北
田
五
畝
H

と
あ
る
記
載
で
あ
る
。
四
至
の
記
載
を
参
照
す
れ
ば
、
こ
れ
は

H

桓
肝
の
東
部

・
比
氏
陪
の
北
側
に
位
置
す
る
五
畝
の
耕
地
H

(
位
)

と
い
う
一意一
味
に
な
る
。
周
知
の
と
お
り
、
通
常
肝
は
南
北
に
走
る
道
で
あ
り
、

聞
は
東
西
に
走
る
道
で
あ
る
。
英
利
家
券
の
記
載
は
こ
れ
に
合

致
し
て
い
る
。
先
の
田
律
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
陪
に
直
交
し
、
十
悶
H
千
畝
を
統
轄
す
る
道
が
肝
で
あ
っ
た
。

照
合
す
る
と
、
比
氏
陪
は
、
桓
肝
の
東
部
に
あ
り
、

こ
れ
と
直
交
す
る
十
本
の
陪
の
中
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
園
示
す
れ

田
律
と
奨
利
家
券
の
記
載
と
を

ば
、
固

E
の
よ
う
な
肝
陪
制
の
概
念
園
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
肝
陪
に
よ
っ
て
匡
劃
さ
れ
る
耕
地
は
、
三

O
O
歩
×
八
O
O歩
の
構
成
を



も
つ
十
頃
の
耕
地
な
の
で
あ
っ
た
。

以
上
は
肝
悶
制
の
基
本
構
造
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
は
そ
の
周
遁
部
分
に
眼
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
出
土
資
料
の
他
に
従
来
か
ら
知
ら
れ
て

い
る
文
献
史
料
が
あ
る
。
と
り
わ
け
有
名
な
の
は
『
漢
書
』
巻
八
一
匡
衡
俸
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

お
よ
そ

初
め
衡
、
僅
(
牒
〉
の
祭
安
郷
に
封
ぜ
ら
る
。
郷
の
本
田
は
陸
封
三
千
一
百
頃
な
り
。
南
の
か
た
間
信
を
以
て
界
と
帰
す
。
初
元
元
(
前

回
入
〉
年
、
郡
圃
誤
り
て
間
信
を
以
て
卒
陵
倍
と
魚
す
。
積
む
こ
と
十
儀
歳
、
衡
、
臨
准
郡
に
封
ぜ
ら
れ
、
遂
に
員
の
卒
陵
佑
に
封
し
て

以
て
界
と
震
す
。
四
百
頃
多
し
。
:
:

楠
山
修
作
氏
は
、
こ
の
史
料
を
基
礎
と
し
て
、
信
が
百
頃
車
位
の
土
地
を
劃
す
る
道
路
で
あ
っ
た
と
見
な
し
、
肝
陪
を
一
里
百
家
分
の
耕
地
を

匿
劃
す
る
道
路
・
境
界
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
着
目
さ
れ
た
の
は
、
確
か
に
氏
の
胴
眼
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
青
川
田
律

が
出
土
し
、
研
究
篠
件
が
襲
っ
て
し
ま
っ
た
今
日
、
氏
の
卓
設
も
再
度
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
問
問
・
卒
陵
聞
は
、
確
か
に
百
頃
単
位

な
い
か
。
青
川
田
律
や
漢
代
の
買
地
券
を
逼
じ
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

一
肝
陪
は
最
大
限
十
本
の
阻
と
一
本
の
肝
と
に
よ

っ
て
匿
劃
し
構
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で
耕
地
を
区
劃
し
て
い
る
。
こ
の
事
寅
認
識
は
正
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
肝
陪
制
そ
の
も
の
に
直
接
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は

成
さ
れ
る
十
頃
H
十
家
分
の
耕
地
で
あ
る
。

で
は
、
聞
阻
・
卒
陵
聞
の
存
在
を
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
註
目
し
た
い
の
は
、

一
頃
H
百
畝
の
土
地
を
統
轄
す
る
聞
が
編
競
も
し
く
は
姓
氏
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
の
に
劉
し
、
百
頃
翠
位
の
土
地
を
区
劃
す
る
悶
は
明
ら
か
に

地
名
そ
の
も
の
を
冠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
卒
陵
陪
・
闇
聞
に
類
す
る
聞
の
例
は
他
の
文
献
に
も
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
『
繍
漢
書
』
郡
園

志
第
一
九
弘
農
郡
僚
に
H

快
。
本
と
貌
仲
固
な
り
。
焦
城
あ
り
。
快
悶
あ
り
。
μ

と
見
え
る
。
劉
昭
は
こ
の
陳
聞
に
『
博
物
記
』
を
引
い
て

J

一

伯
の
分
か
つ
所
H

と
注
律
し
て
い
る
。
西
周
の
昔
、
召
公
費
と
周
公
且
と
が
こ
の
地
を
境
に
全
土
を
分
割
統
治
し
た
と
い
う
俸
読
を
ふ
ま
え
て

の
指
摘
で
あ
る
。
停
読
の
員
偽
は
別
と
し
て
、
少
く
と
も
地
名
を
冠
す
る
聞
は
よ
り
贋
い
彊
域
を
区
劃
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

今
一
つ
例
を
奉
げ
よ
う
。
『
水
経
注
』
巻
一
二

E
馬
水
注
に
引
く
『
地
理
書
上
古
妻
賢
家
地
記
』
に
、

H

督
充
の
地
、
源
郡
に
あ
り
。
今
の
故
安

〈

お

)

と
見
え
る
。
督
充
陪
は
地
名
を
冠
し
、
州
の
南
界
を
劃
す
る
聞
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
卒
陵
悶
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厭
の
南
に
督
充
間
あ
り
。
幽
州
の
南
界
な
り
。
H
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が
楽
安
郷
の
南
界
を
劃
し
た
そ
の
役
割
に
全
く
同
じ
い
。
州
界
・

郷
界
を
劃
す
る
悶
は
、
す
べ
て
地
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
匡
衡
俸
で

H

員
の
卒
陵
倍
に
封
し
H

て
界
と
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
贋
い
彊
域
を
劃
す
る
陪
に
は
封
(
も
り
土
)

が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
肝
阻
制
の
聞
は
本
来

一
頃
リ
百
畝
の
耕
地
を
統
轄
す
る
道
路
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
百
頃
単
位
を
匡
劃

し
う
る
よ
う
な
地
黙
に
存
在
す
る
聞
や
州
界
・
郡
界
な
ど
行
政
匡
域
を
剖
し
う
る
岡
に
は
地
名
を
冠
し
、
も
り
土
を
ほ
ど
こ
し
て
麗
界
の
役
割

を
果
た
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
楠
山
氏
の
荏
目
し
た
陪
は
、
一
商
鞍
嬰
法
に
言
う
H

肝
悶

・
封
涯
を
聞
く
H

の
封
璽
な
の
で
あ

っ
た
。封

に
関
連
し
て
青
川
田
律
前
分
の
残
る
部
分
に
言
及
し
よ
う
。
H

道
の
慶
さ
一
一
一
歩
(
約
四
・
一
四
m
〉H

に
績
け
て

H

封
は
高
さ
四
尺
(
約
九
二

旬
、
大
い
き
そ
の
高
さ
に
稀
う
。
持
は
高
さ
尺
(
約
一
一
一
一
一
号
、
下
の
厚
み
二
尺
(
約
四
六

m
)
な
り
H

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
封
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
封
彊
を
劃
す
る
場
合
に
も
用
ら
れ
る
が
、
基
本
は
肝
悶
に
か
か
わ
る
規
定
で
耕
地
の
大
き
な
境
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
睡
虎
地
出

土
秦
衡
に

H

可
如
を
か
封
と
な
す
や
。
封
と
は
即
ち
田
の
千
伯
頃
牢
(
畔
〉
の
封
な
り
M

(

「
法
律
答
問
」
『
雲
夢
騒
虎
地
秦
墓
』
図
版
八
九
、
四
三
四

関
〉
と
あ
る
の
は
そ
れ
を
示
す
。
先
掲

ω王
首
券
に
は

H

四
角
に
封
界
を
立
つ
H

と
あ
り
、
封
は
他
姓
の
所
有
地
と
匡
別
す
る
た
め
に
築
か
れ
、

王
嘗
券
の
よ
う
に
四
角
に
の
み
設
け
ら
れ
る
の
が
普
通
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
時
は
そ
の
大
い
さ
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
一
枚
ご
と
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の
耕
匿
を
匿
切
る

ア
ゼ
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
次
の
こ
と
ど
も
で
あ
る
。
肝
悶
は
、
耕
地
を
千
畝
百
畝
に
区
劃
す
る
幅
約
四

m
の
道
路
で
あ

る
。
陪
は
百
畝
(
三

O
O
歩
×
八
O
歩
)
の
耕
地
を
統
轄
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
間
に
直
交
し
、
十
回
日
千
畝
(
三

O
O歩
×
入
O
O歩
)
を
統

轄
す
る
の
が
肝
で
あ
る
。
肝
悶
に
よ
っ
て
区
劃
さ
れ
た
耕
地
は
、
編
披
を
以
て
登
録
さ
れ
る
陪
H
一
頃
ご
と
に
、

亭
部
に
よ
っ
て
統
一
的
に
管

理
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
悶
は
、
肝
陪
制
施
行
首
初
に
あ
っ
て
は
通
常
姓
氏
を
冠
し
て
呼
ば
れ
、

そ
れ
が
統
轄
す
る
耕
地
が
そ
の
家
の

H

名
有
H

H
世
襲
的
占
有
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
さ
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
百
頃
単
位
の
よ
り
贋
い
領
域
や
州
界
・
郡
界

・
郷
界
な
ど
を

区
劃
す
る
際
に
も
聞
が
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
場
合
に
は
地
名
を
冠
し
、
も
り
土
が
岡
上
に
ほ
ど
こ
さ
れ
て

H

封
麗
H

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。



肝
阻
制
は
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
土
地
割
換
制
に
基
づ
く
綾
田
制
を
鹿
止
し
、
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
年
一
作
方
式
農
法
に
基
づ
く

個
別
小
経
営
に
よ
り
遁
合
的
な
地
割
方
式
と
し
て
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
越
園
で
は
前
五
世
紀
の
半
ば
に
確
立
し
、
秦
園
で
は

前
回
世
紀
半
ば
に
越
制
を
う
け
て
施
行
さ
れ
、
や
が
て
秦
の
全
園
統
一
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
華
北
の
畑
作
地
一
帯
に
披
延
さ
れ
て
い
っ
た

(
川
剖
)

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
三
園
期
以
降
の
買
地
券
に
亭
部
肝
陪
に
よ
る
耕
地
把
握
の
記
述
が
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
肝
陪

は
ほ
ぼ
三
世
紀
初
頭
に
そ
の
歴
史
的
使
命
を
終
え
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
前
五
世
紀
中
葉
か
ら
後
三
世
紀
初
頭
ま
で
の
六
世
紀
牟
の
長
き

に
わ
た
っ
て
、
肝
陪
制
は
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
何
故
に
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
。

肝
陪
制
の
崩
壊

(お〉

肝
阻
制
は
、
亭
部
と
の
関
連
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
軍
制
と
も
つ
な
が
る
な
ど
、
社
舎
・
経
済
・
政
治
の
動
向
か
ら
生
ず
る
多
様
な
原
因
に

し
た
が
っ
て
そ
の
崩
壊
原
因
も
多
様
で
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
肝
悶
が
耕
地
の
地
割
を
基
礎
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よ
っ
て
そ
の
興
麿
が
規
定
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

と
す
る
以
上
、
そ
の
崩
壊
の
基
本
的
原
因
は
農
法
の
饗
質
に
こ
そ
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
そ
れ
を
、
来
・
詔
な
ど
の
手
鉱
労
働
耕
起
用

兵
を
基
礎
と
す
る
小
農
法
的
農
業
か
ら
、
筆
耕
を
基
軸
と
す
る
大
農
法
的
農
業
へ
の
祉
舎
的
轄
換
の
結
果
と
し
て
と
ら
え
た
く
思
う
。
こ
の
こ

と
を
端
的
に
示
す
の
は
、
超
過
の
代
田
新
法
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
基
軸
に
肝
陪
制
の
崩
壊
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

前
漢
武
一
帝
期
末
年
に
施
行
さ
れ
た
超
過
の
代
田
新
法
は
、
『
漢
書
』
巻
二
四
食
貨
志
上
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
文
献
で
は
あ
る
が
、

分
段
し
な
が
ら
訓
み
下
し
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

お

さ

み

ぞ

ω(超
〉
過
よ
く
代
田
を
混
む
。
一
晦
ご
と
に
三
馴
あ
り
、
歳
ご
と
に
慮
を
代
う
。
故
に
代
田
と
日
う
。
古
法
な
り
。

み

ぞ

ふ

み

す

き

倒
后
稜
始
め
て
田
に
馴
つ
く
る
。
二
つ
の
詔
を
以
て
親
と
帰
す
。
康
さ
尺
・
深
さ
尺
な
る
を
馴
と
日
い
、
長
さ
は
晦
(
一

O
O歩
〉
に
移
る
。

(
百
時
)
に
三
百
馴
あ
り
。
而
し
て
馴
中
に
播
種
す
e

苗
三
葉
以
上
を
生
ず
れ
ば
、
梢
ゃ
く
胤
の
草
を
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一
晦
ご
と
に
三
馴
あ
れ
ば
、

一
夫
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〈

さ

吉

〈

ず

〈

さ

ぎ

っ

ち

ょ

せ

拝
り
、
因
り
て
そ
の
土
を
障
し
て
苗
根
に
附
す
。
故
に
そ
の
詩
に
日
く
、
或
は
芸
り
或
は
字
し
、
黍
程
保
保
た
り
、
と
。
芸
と
は
除
草
な

こ
ろ
お

り
。
芋
と
は
根
に
附
す
る
な
り
。
言
は
、
首
梢
ゃ
く
批
ん
と
な
れ
ば
、
縛
る
ご
と
に
輔
ち
根
に
附
し
、
盛
暑
の
比
い
、

開
壷
き
て
根
深

く
、
風
と
卒
と
に
能
う
、
故
に
保
健
と
し
て
盛
ん
な
る
な
り
。

お
さ
む

制
其
れ
耕
転
下
種
の
田
器
は
、
皆
な
便
巧
あ
り
。

率
ね
十
二
夫
ご
と
に
田
を
漏
れ
ば
、
一
井
一
屋
、
故
に
時
は
五
頃
な
り
。
親
筆
・
二
牛
三

人
を
用
う
。
一
歳
の
牧
、
常
に
鰻
田
に
過
ぐ
る
こ
と
時
ご
と
に
一
餅
以
上
、
普
く
す
る
者
は
こ
れ
に
倍
す。

制
過
、
数
え
て
太
常
・
三
輔
に
田
つ
く
ら
し
め
、
大
農
に
工
巧
の
奴
と
従
事
と
を
置
き
て
、

矯
め
に
田
器
を
作
ら
し
む
。
二
千
石
は
令
長
・

三
老
・
力
田
お
よ
び
里
の
父
老
の
回
を
普
く
す
る
者
を
遣
し
て
、
田
器
を
受
け
、
耕
種
・

養
苗
の
黙
を
摩
ば
し
む
。

お
も
む

制
民
或
は
牛
少
な
き
に
苦
し
み
、
以
て
浮
に
趨
く
な
し
。
故
の
卒
都
令
・
光
、
過
に
数
え
て
人
を
以
て
翠
を
暁
か
せ
し
む
。
過
、
光
を
奏
し

か
わ
る

て
丞
と
な
し
、
民
に
教
え
て
相
い
に
輿
庸
が
わ
る
撃
を
醜
か
せ
し
む
。
率
ね
人
多
き
者
は
田
つ
く
る
こ
と
日
ご
と
に
三
十
時
、
少
な
き
者

も
十
三
畝
、
故
を
以
て
田
多
く
墾
闘
す
。
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あ
き

例
過
、
試
み
に
離
宮
の
卒
を
以
て
そ
の
宮
の
塙
地
に
田
つ
く
ら
し
む
る
に
、
課
た
し
て
穀
を
得
る
こ
と
皆
な
そ
の
芳
田
よ
り
多
き
こ
と
略
ご

と
に
一
創
以
上
な
り
き
。
命
家
を
し
て
三
輔
の
公
田
に
田
つ
く
ら
し
め
、

ま
た
溢
郡
お
よ
び
居
延
城
に
敬
う
。
こ
の
後
、

溢
城
・
河
東
・

弘
農
・
三
輔
・
太
常
の
民
、

み
な
代
田
を
便
と
す
。
力
を
用
う
る
こ
と
少
く
し
て
し
か
も
穀
を
得
る
こ
と
多
け
れ
ば
な
り
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
代
田
法
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
は
種
種
の
異
見
や
論
争
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
紹
介
は
こ
こ
で
は
あ
え
て
さ
け
、
小
論
の

目
的
に
の
み
し
ぼ
っ
て
考
察
を
す
す
め
た
い
。
こ
の
代
田
法
の
記
事
は
、

ω刷
刷
の
農
業
技
術
を
述
べ
た
前
段
と
倒
個
別
の
そ
の
具
盟
的
施
行

過
程
を
述
べ
た
後
段
と
に
大
き
く
分
段
し
得
る
。
小
論
の
考
察
割
象
と
な
る
の
は
主
に
前
段
で
あ
る
。
以
下
前
段
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
請
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
前
段
の
中
に
は
二
つ
の
代
田
法
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
倒
で
述
べ
ら
れ
る
后
稜
の
代
田
古
法
と
仰
で

述
べ
ら
れ
る
超
過
の
代
田
新
法
と
で
あ
る
。

ωの
部
分
は
、
導
入
部
で
あ
る
と
と
も
に
、
南
者
に
共
通
す
る
基
礎
で
あ
る

H

代
田
H

の
内
容
規



み

ぞ

う

ね

定
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
畝
ご
と
に
一
二
本
の
酬
と
聾
と
を
作
り
、
毎
年
そ
の
位
置
を
交
替
さ
せ
て
地
力
維
持
を
園
る
も
の
で
あ

り
、
倒
の
古
法
と
仰
の
新
法
と
の
共
通
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
前
提
を
基
礎
に
倒
と
仰
と
に
お
い
て
古
法
と
新
法
と
の
封
比
が
行

わ
れ
る
。

そ
の
封
比
は
、
表

E
で
示
す
と
お
り
耕
起
過
程
と
そ
れ
に
と
も
な
う
単
位
経
営
面
積
に
重
黙
が
お
か
れ
て
い
る
。
経
営
面
積
は
耕
起
過
程
に

規
定
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
該
心
は
言
う
ま
で
も
な
く
耕
起
用
具
と
耕
起
組
織
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
拐
に
よ
る
親
耕
と
撃
に
よ
る
二
牛
三
人
の

耕
起
過
程
と
の
劃
比
で
あ
る
。
こ
の
劉
比
を
通
じ
て
整
耕
農
法
の
優
位
性
が
明
ら
か
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
後
段
の
倒
で
人
力
に
よ
る
撃
の
牽

引
が
提
唱
さ
れ
、
賞
施
に
移
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

E 

¥ 耕起組織 |耕 具|中耕除草|単位耕地

古 縞 紹 ~ミ 100畝
〆一戸、 ( 

ふ 字 〔100歩〕人 み

法 耕
す¥きJ 

X100歩

新 絹 同
1200畝

〆「 =5頃一 上
牛

、】ノ

(40伽〕
法 人 主草 300歩
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牛
惣
耕
は
す
で
に
戦
園
期
か
ら
出
現
し
て
お
り
、
そ
の
来
歴
は
古
い
。
し
か
し
、
社
舎
的
な

蹴
り
を
そ
れ
が
ど
の
程
度
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
私
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は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
前
漢
中
期
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
規
定
的
な
一
意
味
を
も
た
な
か
っ
た

(
お
)

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
後
段
の
倒
で
は
牛
力
の
乏
し
い
祉
曾
朕
況
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、
代
田
新
法
施
行
時
に
や
や
先
だ
っ
『
准
南
子
』
巷
九
主
術
訓
に
も
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

夫
れ
民
の
生
を
篤
す
や
、

ふ
み
す
き

一
人
采
を
蹴
み
て
耕
す
は
、
十
時
に
過
ぎ
ず
e

中
田
の
獲

卒
歳
の
牧
、
畝
ご
と
に
四
石
に
過
ぎ
ず
。
妻
子
老
弱
、
仰
い
で
こ
れ
に
食
ら
う
。
時
に
湾

卒
災
害
の
患
あ
り
、
有
た
以
て
上
の
徴
賦

・
車
馬
兵
革
の
費
に
給
す
。
こ
れ
に
よ
り
て
こ

れ
を
観
れ
ば
、
人
の
生
潤
れ
な
り
。

こ
こ
に
は
、

国
家
に
租
賦
を
牧
納
す
る
一
般
農
民
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
来
を
使
用
す
る
農
業
経

替
が
普
通
の
こ
と
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
『
准
南
子』

巻
十
謬
稽
訓
に
も
H

夫
れ
織



656 

し
り
ぞ

る
者
は
日
に
以
て
進
み
、
耕
す
者
は
日
に
以
て
却
く
H

と
見
え
る
。
惣
耕
で
あ
れ
ば
前
進
す
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
は
踏
惣
に
よ
る

あ
と
ず
さ
り
し
な
が
ら
の
耕
起
を
指
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
『
准
南
子
』
が
前
提
す
る
一
般
的
耕
起
法
は
、
来

・
相
等
を
用
い
る
も
の
で
あ

(

幻

)

り
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
の
他
の
史
料
と
も
合
致
し
、
何
よ
り
も
先
述
し
き
た
っ
た
嘗
時
の
畝
制

空一
O
歩
×
入
歩
)
に
適
合
的
な
も
の
な
の
で

あ
る
。
紹
を
耕
起
用
具
と
す
る
代
田
古
法
の
記
述
は
、
こ
の
意
味
で
は
前
漢
初
期
ま
で
の

一
般
的
技
術
段
階
を
象
徴
す
る
も
の
と
見
な
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
勿
論
、
代
田
法
が
后
稜
に
由
来
す
る
と
考
え
る
班
固
の
記
述
は
、
そ
の
ま
ま
信
用
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

一
O
O歩
H
一
畝
制

を
前
提
に
代
田
古
法
を
論
ず
る
班
固
の
記
述
は
、
我
わ
れ
の
見
て
き
た
肝
陪
制
下
の
畝
制
と
は
異
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
井
田
制
を
イ
デ
オ
ロ

ギ
l
的
素
材
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
古
法
と
新
法
と
の
封
比
の
核
心
を
な
す
の
は
、
手
務
働
耕
起
に
劃
す
る
惣
耕

農
法
の
決
定
的
優
位
性
の
主
張
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
合
的
現
買
を
踏
ま
え
た
立
論
で
あ
る
。

買
思
部
は
H

放
に
越
過
始
め
て
牛
耕
を
信
用
す
や
、

質
に
来
紹
の
利
に
勝
る
H

(

『湾
民
要
術
』
序
〉

と
述
べ
て
い
る
。
彼
の

こ
の
判
断
を
隼
重
し
た
い
。

漢
代
中
期
以
降
、
文
献

・
出
土
資
料
と
も
に

(

叩

叫

)

惣
耕
の
事
例
が
急
激
に
ふ
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
左
誼
す
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
肝
陪
制
の
崩
壊
に
か
か
わ
っ
て
く
る
祉
舎
的
事
象
な
の
で
あ

る

- 52ー

青
川
田
律
に
規
定
さ
れ
た
畝
制
は
、
三

O
歩
×
八
歩

〈
約
四
一

・
四
m
×
二

・
O
四
m
)

の
構
成
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
に
珍
が
走
る
と

す
れ
ば
、
一
枚
の
耕
地
の
大
き
さ
は
、

珍
を
ふ
く
め
て
一
五
歩
×
八
歩
〈
約
二

0
・七
m
×
二

・
O
四
m

困
I
参
照
)
の
構
成
を
も
つ
も
の

と

な
る
。
そ
の
大
き
さ
か
ら
言
っ

て
も
、
ま
た
『
氾
勝
之
書
』
医
団
法
の
記
述
か
ら
見
て
も
、
そ
れ
は
嘗
然
紹
や
采
を
用
い
る
小
農
法
的
農
業
に

こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
畝
制
で
あ
る
。

小
農
法
的
農
業
が
支
配
的
な
生
産
力
的
基
礎
を
な
し
て
い
る
聞
は
、
こ
の
畝
制
に
基
づ
く
肝
悶
制
自
睦
の
改

饗
は
起
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
武
一帝
期
末
年
に
は
、
政
治
力
を
も
背
景
に
し
て
こ
の
畝
制
を
ゆ
る
が
す
べ
き
惣
耕
農
法
が
祉
禽
的
に
推

進
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
惣
耕
島
民
法
た
る
代
田
新
法
が
前
提
す
る
地
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

惣
耕
を
基
礎
に
置
く
超
過
の
代
田
新
法
で
は
、
五
頃
が
一

経
営
車
位
と
さ
れ
て
い
る
。
小
農
法
に
基
づ
く
氾
勝
之
の
匡
回
法
が
一
一
畝
を
基
本

単
位
と
す
る
十
畝
の
経
営
を
説
く
の
と
、
そ
れ
は
好
封
照
を
な
し
て
い
る
。
班
固
は
、
古
法
と
の
記
述
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
に
、
井
田
制



O
歩
の
土
地
で
あ
り
、

下
の
一

O
O歩
H

一
畝
制
と
の
閥
連
で
、

一
一
一
夫
H

一
井
一
屋
の
贋
さ
と
し
て
そ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。

一
屋
は
そ
の
三
分
の
一
、
す
な
わ
ち
一

0
0・
歩
×
三

O
O歩
の
土
地
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
井
一
屋
と
は
三

O
O歩

一
井
は
方
一
里
H
三

O
O歩
×
三

O

×
四

O
O歩
の
土
地
を
指
す
(
園
町
〉
。
こ
の
井
田
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
潤
色
さ
れ
て
い
る
現
賓
が
何
で
あ
る
か
、
我
わ
れ
は
す
で
に

も
う
一
つ
つ
ぎ
た
せ
ば
、

知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
肝
間
制
下
の
五
つ
の
陪
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
る
五

O
O畝
H
H
五
頃
の
耕
地
そ
の
も
の
で
あ
る
(
困
E
参
照
)
。
こ
れ
を

つ
ま
り
代
田
新
法
の
二
単
位
経
営
は
、
正
に
園
皿
の
一
肝
間
に
合
致
す
る
。
代
田
新
法
の
前
提
を
な
す
地
割
は
、
明

ら
か
に
青
川
田
律
に
規
定
さ
れ
る
肝
岡
制
な
の
で
あ
る
。
漢
人
た
る
班
固
は
、
現
賞
に
行
わ
れ
て
い
た
肝
阻
制
を
嘗
然
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
し
て
、
代
田
新
法
が
五
頃
を
単
位
と
し
て
貫
施
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
彼
は
、
そ
れ
を
現
買
の
ま
ま
に
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
井
田
制

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
素
材
と
し
て
再
解
緯
し
、
后
稜
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
漢
王
朝
の
施
策
を
権
威

e

つ
け
た
の
で
あ
る
。
班
固
の
潤
色
を
と

り
の
ぞ
け
ば
、
そ
こ
に
残
る
の
は
肝
悶
制
そ
の
も
の
で
あ
り
、
青
川
田
律
の
霊
く
田
制
と
見
事
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

弁
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し
か
し
、
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一
致
す
る
の
は
肝
悶
制
の
大
粋
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
半
分
で
あ
る
。
物
品

耕
を
基
礎
と
す
る
代
田
新
法
に
と
っ
て
は
、
そ
の
内
部
を
構
成
す
る
珍
や
聞
は
重
要
性

を
も
た
な
い
。
そ
れ
は
五
百
畝
の
大
枠
を
一
単
位
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
班
固
が
潤
色

代田園

を
な
し
得
る
可
能
性
も
そ
こ
に
存
在
す
る
。
惣
耕
を
行
う
に
は
、
耕
地
が
細
長
く
撃
の

反
韓
国
数
が
少
な
い
ほ
ど
作
業
数
率
が
よ
く
合
理
的
で
あ
る
。
珍
や
悶
が
阻
碍
す
る
こ

れ
ま
で
の
肝
陪
制
が
惣
耕
農
法
に
と
っ
て
不
都
合
に
な
る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
珍
や
聞
の
一
部
分
は
つ
ぶ
さ
れ
、
撃
に
よ
り
適
合
的
な
耕

地
が
作
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
肝
陪
制
は
、
筆
耕
農
法
の
枇
曾
的
進
展
と
と
も

田町

に
、
惣
に
よ
っ
て
探
聞
さ
れ
、
崩
壊
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

一
・
五
頃
を
遁
正
経
営
規
模
と
み
な
す
『
斉
民
要
術
』
巻
頭
雑
説
の
記
事
を
ま
つ
ま
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で
も
な
く
、
こ
の
時
期
の
筆
耕
に
よ
る
経
営
は
一
頃
を
こ
え
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
戦
圏
期
以
来
の
肝
陪
制
に
基
づ
く
地
割
に
は
本
来

な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
越
、過
の
代
田
新
法
の
推
進
は
、
こ
の
惣
耕
農
法
の
披
大
と
と
も
に
肝
阻
制
の
庚
汎
な
崩
壊
の
基
礎
を
準
備
し

た
。
『
後
漢
書
』
循
吏
傍
第
六
六
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
中
園
南
域
へ
の
牛
筆
耕
の
横
延
を
停
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
王
景
は
、
建
初
八
(
八

一
二
)
年
に
底
江
太
守
と
な
っ
た
時
、
J
」
れ
よ
り
先
、
百
姓
牛
耕
を
知
ら
ず
:
・
:
郡
界
に
楚
の
相
孫
叔
教
が
起
せ
し
と
こ
ろ
の
有
肢
の
稲
田
あ

り
。
景
す
な
わ
ち
吏
民
を
騎
卒
し
て
、
蕪
麿
せ
る
も
の
を
修
起
し
、
数
え
て
惣
耕
を
用
い
し
む
。
こ
れ
に
由
り
て
墾
闘
倍
ま
す
多
く
、
境
内
豊

給
す
H

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
任
延
の
場
合
、
さ
ら
に
南
方
の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
位
置
し
た
九
員
郡
に
牛
耕
を
停
え
て
い
る
(
本

停
)
。
後
漢

一
代
を
通
じ
て
、
惣
耕
農
法
が
相
嘗
の
祉
禽
的
機
り
を
も
つ
に
至
る

一
端
を
そ
れ
ら
は
明
示
し
て
い
る
。
翠
耕
農
法
の
祉
曾
的
損

延
は
、
肝
陪
制
崩
壊
の
基
礎
を
作
り
だ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
漢
末
の
一
大
動
乱
の
中
で
秦
漢
的
園
家
鐙
制
が
瓦
解
し
て
ゆ
く
時
、

肝
陪
制
の
崩
壊
は
現
賓
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

Uこ
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肝
間
制
は
、
戦
闘
-初
期
の
越
園
に
お
い
て
、
紀
元
前
五
世
紀
の
牢
ば
ま
で
に
は
そ
の
領
域
下
で
施
行
さ
れ
て
い
た
。
一
商
鞍
は
こ
の
肝
隔
制

・

二
四

O
歩

一
畝
制
を
秦
園
に
導
入
し
、
始
皇
帝一
に
よ
る
全
園
統
一
の
前
提
篠
件
を
作
り
、
秦
漢
期
の
田
制
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

肝
悶
制
は
、
三

O
歩
×
八
歩
の
畝
を
基
本
的
構
成
車
位
と
す
る
地
割
で
あ
る
。
陪
は
、
三

O
O歩
×
八

O
歩
の
構
成
を
な
す
一

O
O畝
H
一

頃
の
土
地
を
匡
劃
し
統
轄
す
る
道
路
で
あ
り
、
肝
は
、
こ
の
間
を
十
間
半
位
分
、
す
な
わ
ち
千
畝
(
三

O
O歩
×
入
O
O歩
)
の
土
地
を
匡
劃
し
統

轄
す
る
道
路
で
あ
っ
た
。
肝
隔
に
よ
っ

て
区
劃
さ
れ
た
耕
地
は
、
編
競
に
よ
っ

て
登
録
さ
れ
る
陪
ご
と
に
、
亭
部
に
よ
っ
て
統

一
的
に
管
理
さ

れ
た
。
悶
を
通
じ
て
把
幅
値
さ
れ
る
百
畝
の
耕
地
は
、
肝
悶
制
成
立
期
に
あ
っ
て
は
農
民
家
族
の
世
襲
的
占
有
を
許
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
通
常

そ
の
姓
氏
を
冠
し
て
呼
ば
れ
た
。
後
漢
期
の
買
地
券
は
そ
の
名
残
を
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
。

肝
陪
制
は
手
第
働
耕
起
用
具
を
基
礎
と
す
る
小
農
法
的
農
業
を
前
提
と
す
る
地
割
で
あ
っ
た
。
超
過
の
代
田
新
法
を
一
つ
の
劃
期
と
す
る
惣



耕
農
法
の
祉
曾
的
進
展
と
と
も
に
、
肝
陪
制
は
自
ら
の
崩
壊
の
基
礎
を
媛
大
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
漢
帝
園
の
崩
壊
と
と
も
に
肝
間
制
そ
の

も
の
も
そ
の
歴
史
的
使
命
を
終
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
肝
陪
は
、
農
道
の
皐
な
る
一
般
的
稽
呼
と
な
り
、
そ
の
政
治
的
・
経
済
的
一
意
味

を
喪
失
し
て
し
ま
う
に
至
る
。

新
し
い
出
土
資
料
を
も
と
に
肝
岡
制
の
質
態
解
明
を
試
み
た
。
史
料
の
限
ら
れ
た
中
で
の
解
揮
で
あ
る
。

推
論
を
は
さ
ん
だ
箇
所
も
多
く
、

重
ね
て
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

私
見
も
多
多
誤
り
な
き
を
得
な
い
。
肝
陪
制
研
究
を
一
歩
で
も
進
め
る
契
機
と
な
れ
ば
、
幸
い
こ
れ
に
過
る
こ
と
は
な
い
。
大
方
の
御
批
剣
を
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註
(
1

)

四
川
省
博
物
館

・
青
川
照
文
化
舘

「青
川
勝
出
土
秦
更
修
回
律
木

膿
|
四
川
青
川
豚
戦
園
墓
夜
掘
筒
報
」
(
『
文
物
』
一
九
八
二
年
第
一
期
)

(
2
〉
管
見
の
及
ぶ
範
閣
で
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
子
豪
亮
「
調
停
車
円
川
秦

墓
木
股
」
、
李
昭
和

「主円川
出
土
木
版
文
字
筒
考
」
(
以
上
と
も
に
『
文
物
』

一
九
八
二
年
第
一
期
)
、
楊
寛
「
緯
青
川
秦
照
的
田
畝
制
度
」
(
『
文
物
』

一
九
八
二
年
第
七
期
)
、
責
盛
薄

「主円
川
新
出
秦
回
律
木
股
及
其
相
関
問

題
」
〈
『
文
物
』

一
九
八
二
年
第
九
期
〉
、
李
皐
勤
「
主
円
川
郷
家
坪
木
版
研

究
」
〈
『
文
物
』

一
九
八
二
年
第
一

O
期
)
、
林
剣
鳴
「
青
川
秦
墓
木
般
内

容
探
討
」
ハ
『
考
古
典
文
物
』
一
九
八
二
年
第
六
期
〉、
田
宜
超
・
劉
剣
「秦

回
律
考
稗
」
ハ
『
考
古
』
一
九
八
三
年
第
六
期
)

(

3
)

「
古
代
中
園
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
形
成
l
古
代
園
家
形
成
論
の

前
進
の
た
め
に
|
」
〈
『
歴
史
評
論
』
第
三
四
四
競
一
九
七
八
年
)

(
4

)

「分
田
孜
|
圏
家
的
土
地
所
有
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

l
」
(『
中
園
史
像

の
再
構
成
|
園
家
と
農
民
l
』
文
理
閣
一
九
八
三
年
〉

〈
5
)

銀
雀
山
漢
墓
竹
節
整
理
小
組
「
臨
折
銀
雀
山
漠
墓
出
土
《
孫
子
兵

法
M
V
残
筒
緯
文
」
(
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
一
一
一
期
〉
。
の
ち
『
孫
子
兵

法
』
(
文
物
出
版
社
一
九
七
六
年
〉
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
〔
〕
内
の

字
は
不
明
箇
所
に
字
を
補
っ
た
も
の
。

(
6
〉
こ
の
封
話
が
=
一
E
自
分
立
と
い
う
史
寅
と
異
な
る
結
果
を
殻
想
し
て
い

る
こ
と
は
、
逆
に
呉
問
篇
の
素
材
と
な
っ
た
史
賓
の
古
さ
を
う
か
が
わ
せ

る
。
な
お
、
武
内
義
雄
博
士
は
、
呉
問
篇
に
関
連
す
る
『
孫
子
』
十
三
篇

の
原
本
の
成
立
を
戦
闘
初
期
と
し
て
い
る
(
『
孫
子
の
研
究
』
全
集
第
七

巻

一
九
七
九
年
〉
。

(
7
)

『
説
文
解
字
』
第

一一
一
一
篇
下
に
、

時
。
六
尺
潟
歩
。
歩
百
策
略
。
秦
回
二
百
四
十
歩
震
晦
。

と
あ
る
。
な
お
、
資
盛
建
氏
は
、
前
掲
註
(
2
〉
の
論
文
で
呉
問
篇
の
記
事

に
注
目
し
、
一
商
一
秩
の
二
四

O
歩
一
畝
制
と
一
一
一
菅
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い

る。

- 55ー

(
8
〉
前
掲
註
(
3〉
拙
稿
参
照
。

(
9

)

テ
キ
ス
ト
は
上
海
古
籍
出
版
社
『
戦
闘
策
』
〈
一
九
七
八
年
)
に
よ

る。
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(ω)
『
戦
図
策
正
解
』
巻
六
上
〈
一
八
二
六
文
政
九
年
序
刊
)

(
日
)
雲
夢
睡
虎
地
出
土
秦
衡
の
中
に
、
秦
律
と
と
も
に
H

貌
戸
律
H

H

貌

奔
命
律
H

〈『
雲
夢
陸
虎
地
奏
墓
』
悶
版
一
一
一
一
、

一
一
三
六
九
四

1
七

O
六
館
文
物
出
版
社
一
九
八
一
年
〉
の
候
文
が
夜
見
さ
れ
て
い
る。

秦
律
と
貌
律
と
の
関
連
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

(
ロ
〉
秦
と
越
と
が
そ
の
租
を
共
に
し
蔵
姓
で
あ
っ

た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ

て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
(
『
史
記
』
巻
五
秦
本
紀
及
び
各
四
三
越
世
家
)
。

(
日
)

「肝
陪
の
研
究
」
(
『
中
園
古
代
史
論
集
』
一
九
七
六
年
)
参
照
。
楠

山
氏
が
本
文
で
紹
介
し
た
以
外
の
研
究
と
し
て
衣
の
も
の
が
あ
る
。
水
津

一
朗
「
古
代
華
北
の
方
絡
地
割
」
(
『
地
理
翠
評
論
』
第
三
六
容
第
一
成

一
九
六
三
年
〉
、
越
智
重
明

「秦
の
一
商
戦
の
製
法
を
め
ぐ
っ
て
」
〈
『
吐
合

経
済
史
皐
』
第
三
七
巻
三
統

一

九
七
一
年
)
、
古
賀
登
「
漢
長
安
城
の

建
設
プ
ラ
ン
|
肝
悶

・
際
蜘
抑
制
度
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
|
」
(
『
東
洋

史
研
究
』
第
ご
二
巻
第
二
統
一
九
七
二
年
)
、
豊
島
静
英
「
中
園
に
お
け

る
古
代
闘
家
の
成
立
に
つ
い
て
|
一
商
一
秩
製
法
を
素
材
と
し
て
|」

(
『
歴
史

翠
研
究
』
四
二

O
統
一
九
七
五
年
)
、
太
田
幸
男

「商
験
鑓
法
の
再
検

討
」
(
『
一
九
七
五
年
度
歴
史
同
学
研
究
合
大
曾
報
告

・
歴
史
に
お
け
る
民
族

の
形
成
』
一
九
七
五
年
三
い
ず
れ
も
特
色
あ
る
肝
陪
制
理
解
を
示
し
て

い
る
が
、
あ
え
て
内
容
の
紹
介
は
行
わ
な
い
。
つ
い
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(
は
)
前
掲
註
(
1

)

論
文
に
よ
る
と
、
こ

の
木
臓
の
大
き
さ
は
、
長
さ
四
六

m
、
幅
二

・
五

m
、
厚
さ

0
・
四

m
あ
り
、
本
文
で
紹
介
し
た
正
面
一
二

九
字
の
他
、
背
面
に
=
一
三
字
が
v

記
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
二
字
に
つ
い
て
子
豪
亮
氏
は
H

民
額
H

と
緯
し
、
李
昭
和
・
寅

盛
蕗
氏
は

H

取
管
H

と
回押し
、
李
感
動
氏
は
H

民
管
H

と
回
押
し
、
田
宜

超
・
劉
剣
氏
は

H

取
鹿
H

と
四
伴
す
。
(
以
上
前
掲
註
(

2

)

諸
論
文
参
照
、
以

下
同
じ
)

(
凶
)
李
皐
勤
氏
は
H

更
修
《
免
田
律
M
V
H

と
讃
み
、
H

居
周
囲
律
H

を
律
名

と
し
、
H

魚
田
H

を
制
回
の
義
と
解
相
伴
し
て
い
る
。
古
代
漢
語

に
は

H

筒

篤
H

の
よ
う
に
あ
る
動
詞
の
下
に
更
に
魚
字
を
つ
け
て
熟
語
に
す
る
場
合

が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
詩
経
』
鄭
風
H

絡
衣
H

に
H

絡
衣
之

宜
今
。
倣
予
又
改
篤
今
o

H

と
見
え
、
『
呂
氏
春
秋
』
貴
生
篇
に
H

唇
之
若

官
職
不
得
極
筋
。
必
有
所
制
。
H

と
あ
り
、
高
誘
は
H

居
向
。
作
な
り
H

と

注
解
し
て
い
る
。
ま
た
『
史
記
』
各
二
八
封
稗
書
に
H

召
案
結

・
滅。

結
・
戚
自
殺
。
諸
所
輿
篤
皆
慶
o
H

と
見
え
る
。
H

恒
周
回
律
μ

と
讃
む
べ
き

必
然
性
は
な
い
。

(げ
)
階
(
治
)
と
険
と
の
二
解
程
が
あ
る
。

(
刊
日
)
子
豪
亮
氏
の
解
稗
に
従
う
。
詳
し
く
は
前
掲
註
(

2

)

論
文
参
照
。

(ω)
律
文
の
改
訂
箇
所
が
ど
の
部
分
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
も
残
る
。
木

版
背
面
に
H

四
年
十
二
月
。
不
除
道
者
。
口
一
目
。
口

一目。

:
:
:
u
と

あ
り
、
後
分
の
規
定
に
か
か
わ
る
記
事
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
の
と
こ

ろ
改
訂
箇
所
は
後
分
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

(
却
)
前
掲
註
(

2

)

回

・
劉
雨
氏
論
文
、
聞
瀬
牧
芳

「秦一菅一
図
形
成
過
程
の

一
考
察
|
四
川
省
青
川
戦
園
墓
の
検
討
に
よ
る

l
」
(
『
史
林
』
第
六
七
を

第

一
競
一
九
八
四
年
)
参
照
。
な
お
間
瀬
氏
は
こ
の
回
律
規
定
が
四
川

省
の
水
田
に
適
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
一
の
反
論
は
ひ
か
え

る
が
、
回
律
規
定
の
中
に
水
利
規
定
の
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
畑
地
に
劃

す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
水
田
に
と
っ
て
は
水
位
の
レ

ベ
リ
ン
グ
が
第

一で
あ
る
か
ら
、
耕
地
を
回
律
規
定
の
よ
う
に
均

一
な
矩

形
に
統
一
し
て
し
ま
う
こ
と
は
非
合
理
で
あ
る
。
田
律
の
制
到
象
は
華
北
の

- 56ー
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畑
地
で
あ
ろ
う
。

〈幻
〉
前
掲
註
(7
〉
『
設
文
解
字
』
参
照
。

(
泣
)

『湾
民
要
術
』
種
穀
第
三
引

『
氾
勝
之
書
』
匡
種
法
に
、

上
農
夫
匡
0

・
:
一
畝
三
千
七
百
医
。
:
:
:
丁
男
長
女
治
十
畝
。
十
畝

牧
千
石
。
:
:
:
中
農
夫
区
。
・
:
一
畝
千
二
十
七
匡
。
・
:
:
・
下
農
夫

区
。
・
:
一
畝
五
百
六
十
七
区
。

(
お
〉
前
掲
註
(3
〉
拙
稿
第
二
章
参
照
。

(
M
〉
楊
寛
氏
の
他
、
林
剣
鳴

・
田
宜
超

・
劉
剣
諸
氏
が

こ
の
考
え
に
立

っ
。
黄
盛
薄
氏
は
H

毎
畝
の
爾
端
に
各
お
の
一
珍
が
あ
り
、
寛
さ
一
歩
、

長
さ
八
歩
で
、
畝
の
雨
迭
を
な
す
。
畝
の
別
の
雨
泊
躍
が
陪
道
で
あ
る
。

:
:
:
陪
は
畝
の
雨
迭
を
な
し
、
肝
は
頃
の
爾
溢
を
な
す
o

H

と
楊
氏
に
近

い
設
に
立
つ
。
李
間
竿
動
氏
は
、
奮
来
の
一
歩
×
二
四
O
歩
H
H
一
畝
の
立
場

に
立
ち
、
一
昨
陪
で
一

O
O歩
×
二
四
O
歩
の
構
成
を
も
っ
耕
地
が
区
劃

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

(
お
)
た
と
え
ば
二
四

O
歩

一
畝
制
が
ど
の
よ
う
な
構
成
を
も
つ
か
に
つ
い

て
の
明
確
な
言
及
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
肝
陪
の
具
鰻
的
構
造
に
つ
い
て

も
明
瞭
さ
を
依
い
て
い
る
。

(
お
〉
歴
代
買
地
券
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
掲
げ
た
仁
井
田
論
文
の
他
、
池

回
混
「
中
園
歴
代
墓
券
略
考
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
六
加

一
九
八
二
年
)
が
あ
り
、
ゆ
き
と
ど
い
た
校
定
に
基
づ
く
輯
成
が
な
さ
れ

て
い
る
。
本
文
の
引
用
に
際
し
て
も
参
照
し
た
が
、
数
箇
所
相
違
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

(
幻
)
「
郷
亭
里
に
つ
い
て
の
研
究
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
一
四
巻
第
一
・

二
放
一
九
五
五
年
)

(
お
)
葉
(
一
四
部

切
OB
E三
関

白
H
K円
g
H
O
B自
由
Z
ω
巾
『

F8
3
z
'

ロr
r
o
-
S
H
E
3
N印
品
開
問
吉
宮
|
カ

1
ル
グ
レ
ン
氏
再
構
上
古
昔
、
以
下

。ωと
略
す
。
韻
の
分
部
は
段
玉
裁
『
六
書
昔
前
表
』
に
よ
る
〉
・
縁
(
一

四
都
の

ω
ロE
内
凶
吉
田
口
〉
・
沿
(
一
四
部
の

ω
N
N
S
企
司
自
〉
・
奨
〈
一

四
都
の

ω
g
S
5
3ロ
)
。
『
康
雅
』
巻
五
上
田
笠
宮
一回
に
H

奨
喬
港
也
H

と

見
え
る
。
実
を
奨
等
の
俵
借
と
見
た
い
。

(
却
)
比
氏
は
皮
氏
で
あ
ろ
う
。
『
春
秋
左
氏
俸
』
荘
公
十
年
僚
に
H

続
出

蒙
皐
比
。
而
先
犯
之
M

と
あ
り
、
杜
預
の
注
に

H

皐
比
は
虎
皮
な
り
μ

と

緯
す
る
。

比
は
皮
の
俵
借
で
あ
ろ
う
。

〈
却
〉
前
掲
註
(

4

)

拙
稿
参
照
。

(
泊
)
こ
の
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
耕
地
率
を
問
題
に
し
て
お
き
た
い
。
後
述

す
る
代
田
法
の
記
述
か
ら
言
っ
て
も
、
蛍
時
の
耕
地
率
は
五

O
%を
超
え

な
い
の
が
普
遁
ら
し
い
。
『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
士
山
下
に
は
、
三
二
二
九

高

O
九
四
七
頃
の
可
墾
不
可
墾
田
と
八
二
七
世間

O
五
三
六
頃
の
定
墾
回
数

が
記
さ
れ
て
い
る
。
不
安
定
耕
地
と
見
ら
れ
る
可
墾
木
可
墾
田
は
、
安
定

耕
地
た
る
定
墾
田
の
約
四
倍
に
相
嘗
し
、
こ
の
時
期
の
卒
均
耕
地
率
の
低

さ
を
示
し
て
い
る
。
一
一
頃
の
占
有
地
の
中
で
も
年
卒
均
に
し
て
五

O
畝
の

作
付
が
行
わ
れ
れ
ば
良
い
方
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
耕
地
率
の

上
昇
に
と
も
な
っ
て
一
陪
H
一
頃
の
中
に
数
家
に
よ
る
耕
地
の
占
有
朕
態

が
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
m
M
)

『
史
記
』
各
五
奏
本
紀
H

気
回
開
肝
陪
H

僚
の
索
隠
に
引
く
庭
訪
『
風

俗
遁
』
に
、

南
北
田
肝
。
東
西
日
陪
。
河
東
以
東
西
篤
肝
。
南
北
魚
陪
。

と
見
え
る
。
こ
こ
で
H

桓
肝
H

に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
桓
も
恐

ら
く
は
姓
氏
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

十
陪
を
統
轄
す
る
肝
は
、
丘
ハ

制

・
海
保
組
織
た
る
什
伍
制
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
什
長
の
姓
氏
を
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冠
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
一
案
を
提
示
し
て
後
考
を
待
ち
た
い
。
な

お
什
伍
制
と
肝
隔
制
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
木
村
正
雄

「『肝
陪
』
に

つ
い
て
」
(
『
史
潮
』
第
一
一

一巻
第
二
統
一
九
四
三
年
)
及
び
米
田
賢
次

郎

「
二
四

O
歩

一
畝
制
の
成
立
に
つ
い
て
|一一商
戦
後
法
の
一
側
面

l
」

(
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
六
谷
第
四
銃
一
九
六
八
年
)
参
照
。

(
お
)
督
尤
隔
の
充
字
に
つ
い
て
、
『
読
文
解
字
』
第
一
一
一
一
篇
下
に
、

航
。
克
也
。
一
日
百
(
陪
)
也
。
越
税
調
百
篤
腕
。

H
M
田
充
襲
。

と
あ
る
。

充
は
、
こ
こ
に
見
え
る
院
で
あ
ろ
う
。
督
充
自
慢
で
督
陪
の
一意

味
を
指
し
た
も
の
が
、
後
に
更
に
陥
字
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

院
に
境
界
の
一
意
味
の
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
な
お
前
掲
註
(
犯
〉
木
村
論
文
参
照
。

(
鈍
)
前
掲
註
(
お
〉
池
田
論
文
参
照
。

(
お
)
前
掲
註
(
犯
)
木
村

・
米
国
論
文
参
照
。

(
お
〉
前
掲
註
(
3
〉
拙
稿
参
照
。
な
お
、
際
文
華

・
張
忠
寛
編

「中
園
古
代

農
業
考
古
資
料
索
引
」
第
二
編
生
産
工
具
(
『
農
業
考
古
』
一
九
八
一
年

第
二
期
〉
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
惣
の
出
土
資
料
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
傾
向
を
明
示
し
て
い
る
。
出
土
例
は
、
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
と
は
言

え
、
前
漢
以
降
念
激
に
増
加
し
て
い
る
。

(
日
出
)
前
掲
註
(

3

)

拙
稿
及
び
註
(
お
)
「
中
園
古
代
農
業
考
古
資
料
索
引
」

参
照
。

(

m

ぬ
)
註
(
お
〉
参
照
。
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Ａ STUDY OF THE ZAISHU載書（ＣＯＶＥＮＡＮＴ ＤＯＣＵＭＥＮＴＳ）

　　　　　　

OF THE SPRING AND AUTUMN PERIOD

YOSHIMOTO Michimasa

　　

Ｚａｉｓｈｕ.　ａｔ:ｅ

　

documents that were used in the Spring and Autumn

period in the enactment of covenants 盟(contracts binding by an impre-

cation imposing conditions). In thｅ　Ｚｕｏｃｈｕａｎ左傅thereare two kinds of

zaishu, 1) one which is read aloud by the covenant leader alone by which

the leader binds　the participants in the covenant (eχcept himself) by

imposing conditions on them by them by an imprecation and ２）ｏｎｅwhich

is read aloud by every participant in the covenant in which every partici

pant binds himself by imposing conditions on himself by an imprecation.

In addition there is　3) another type oI ｚaiｓｈｕ．one which　has　been

excavated in Ｈｏｕｍａ侯馬in Shanχｉ and in Wenxian 温語in Henan. This

type derives from type 2) and a development in the form of the document

from type 1) through type 2) to type 3) can be ascertained. The fact

that such ａ development can be shown to have taken place is a reflection

of the breakdown of the “cult ｃｏｍｍｕnity”(Kultgenossenschaft) of the

Spring and Autumn period. In the cult community of this period type １）

ｚaiｓｈｕ

　

were

　

employed

　

in

　

the

　

enactment of covenants in which the

covenant participants took part in a subordinate way in offerings presided

over by the covenant leader to specific deities.

ON THE Ｑ£＼NMO隆晒LAND SYSTEM

　　　　　　　　　　　　　　

Watanabe Shin'ichiro

　　

In the pesent study l examine the following questions.　1) Pursuing

the origins of the qianmo land system put into practice by Shang Yang

商軟，l argue with point of departure in the ＱｕｅｓtｉｏｎｓｏｎＷ征 臭問section

of the newly ｅχcavatedＳｕｎｚi孫子that there is ａ line connecting Shang

Yang's land system and the land system of the Warring States period

state of Zhao 趙2）l reconstruct the qianmo system from the ｈａｎｄ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－



oｒｄｉｎａｎｃｅｓ田律excavatedrecently in QingchuEui 青川prefecture in Sichuan

四川and argue that the system was premised on ａ method of cultivation

using manually operated farming implements and that the ｑｉａｎand mo

were paths dividing the land into plots of ａ thousand and ａ hundred

ml£畝.

　

3）l examine the reasons　for the collapse of the qianmo land

system three centuries after Shang Yang from the point of view of the

adoption of the ｄａｉtｉａｎ代田system of cultivation and argue that it

collapsed because of the increasing employment throughout　society of

cultivation methods using plows drawn by draft animals in the period

from Emperor Wu漢武帚on.

　　　　　　　

ON THE MING DYNASTY ZAOHU 竃戸ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　

Saeki Tomi

　　

In the Ming dynasty the most pressing politicaland economic problem

was how to resist the invasion of the Mongolians and Manchus. In order

to avert invasion ａ salt monopoly was enforced and merchants were given

permission to sell salt supplied to them in the salt pans in return for

delivery of war supplies to the border. This system was called the

feaiｚｈｏｎｇ-か開中法.In order to better the lot of Zaohu and guarantee

the supply of salt the stateinstitutedａ number of policiesgiving prefer-

ential treatment to Zaohu. But as the state'sfinancialsituationdeterioated

these policieswere abolished or survived in name only. When this hap-

pened Zaohu began absconding and the powerful among them and those

backed by merchant investment took in the absconding households and

by anneχing salt pans and means of production they grew steadily

stronger. Because they colluded with o伍cialｓand saltbootleggers in order

to sellsalt produced illegally,the revenue the state derived from the salt

monoply decreased drastcally. Thus they became ａ major factor in the

collapse of the state salt administration.　In the present articleI study

the development of this collapse from the perspective of changes in the

production of salt during the period.

－２－


